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機械翻訳への期待

慶慮義塾大学環境情報学部

     教授 石崎 俊

 翻訳支援技術は、機械翻訳システムそのものだけでなく翻訳メモ リなども含めて、多言語で効率的に

翻訳情報を得て利用するための手段 として期待 されていて、英語圏に限らず多数の国を対象とした有川

な手段と考えられています。

 近年の我 が国の国際競争力の停 滞を挽 回す るための手段 と して、例 えば、鉄道や電力設備 な どに関係

す る大規模 なインフラの輸出の可能性 が考え られ 、大いに期待 されています。そのよ うな機会には、大

規模 システムの説明書類やマニュアル ばか りでな く、双方の国の法令や国内外の標準な どを関係者が[ll

確 に理解 する必要 があ り、背景 とな る情報 も含 める と、膨大な量の情報 の翻訳 を効率 よく実施す る必要

が あ ります。

 これは、機械翻 訳の研究開発の段 階 とい うよ りも、実際に直面す る問題 に使 える機械翻 訳システムが

欲 しい とい う段 階です。も とよ り完壁 な機械翻訳 システムである必要 はあ りませんが、よく言われてい

るよ うに、す べてを人 手で翻訳す る場 合に比 べてメ リッ トがあれ ばよい わけです。費川や 時間が削減で

きれば喜ばれ ます。

 ところで 、我 が 国で機 械翻 訳 システ ムが製 品 と して初 めて発売 された 頃か ら見守 ってい ま して、

AAMTの 事務局 か ら送 っていただい てい る機械翻訳関係の最新の記事な どをいつ も拝 見 していますが、

近年の進歩 ・発展には顕 著な ものが あると感 じています。特に、コーパ スが整備 されて統 計的 なr法 が

適用 されて以来の翻 訳システムの進歩 ・改良には 目覚 ま しい ものがあるよ うに思い ます。そのよ うな機

械翻訳の様々な最新 の技術や翻訳用辞書、システム評価 な どについては、昨年12月 に出版 され たrarcl i n o処

理学 事典の第3部 統合技術 ・応用システムに まとめ られてい ます[1]。 この事典 は 自然 菖語処理 の先端の

研究者た ちの ご協力で、数年か けて幅広 い分野 の研究成果がま とめ られ ています。

 一一方では、統計的な処理 によって統計Lの メ リッ トが出るのは、例 外的な処理 が必要なデー タを除 く

と、全体の80%程 度 か もしれ ない と言われていて、自分 自身で もその よ うに感 じてい ます。特 に、:ILデ

ー タは表現の多様性 が大きいので、それ以 ヒの高い精度 を得 るのは容易ではないかも しれ ません,,

 そのよ うな意味で、性能が格段 に進歩 した機械翻訳 システムであって も、実際問題 に使用する場 合は 、

単体 で使 うシステム とい うよ りも、Web上 に ある翻 訳環境 を活用す る翻訳 支援機能 のメ リッ トが大きい

と考え られ ます。Web E.に多言語の翻 訳用辞書 が整備 され、使用者 に とって使 い勝 アが良 く、効率的 に

翻 訳作業がで きるよ うな トータル なシステムが重要です。

 さらに、機械翻訳で意味を しっか りと翻訳 し精度 を上げるために意味の曖昧性 な ども扱 う場 合は、必

然的に文脈が関係 し常識や背景的 な知識が必要になる と思われ ます。 これ は、人間に とっては基本的 な

機能 です がコンピュー タに とって は高度で難 しいため、一 歩 ・歩進む地道な研 究努力が今後期待 されて

い ると思 います。

参考文献

[1]言語処理学会編、1≧語処理学事典、共・ア出版、2009年12.月(同 、デジタル言語処理学「lf典、同、2010年61D

1



一
第1回 産業 日本語研究会 ・シンポジウムの開催概要 と今後の取 り組み

一般 財団法人 日本特許情報機構

調査研究部 前部長 渡邊 豊秀

1.は じめに

 9'-i,k 22年2月 、わが国 の産 業 ・技術情報基盤 とし

ての 口本 語のあ り方に着 目した新た な取 り組みが始 ま

った、,第llrli産業 日本語研 究会・シンポジ ウムである。

本稿 では、このシンポジ ウムの概 要につ いて 、開催の

背 景 と今後の取 り組み等 を交えつつ報告す る。

2.シ ンポジウム開催の背景

 本 シンポジ ウムの開催の背 景には、英語ベー スで進

展 しっつある グローバル社 会 とわが 国の情報基盤 とし

ての 日本 語のあ り方に対す る危機感 がある。 ご存 じの

通 り、我 が国産業界に とっては、情報発信や情報取得

に際す る翻 訳 コス トの低減 、機械翻訳の有効活用が急

務 である、,また、爆発的 に増 える情報 に対 し、必要な

情 報へよ り効率的 にアクセ ス し得 る環境 を作 ることが

求め られ ている。 しか しなが ら、表 記上の 自由度の大

き さや曖昧 な表記が慣行 されて きた 日本語テ クニ カル

ライテ ィン グの現状は 、機械翻訳や情報検索等の コン

ピュー タを活 用 した 口本語処理の効率化 を阻んでお り、

Xll uNGjA:理の 高度化 ・効率化の妨 げとなってい るとい う

危機感 である、、こ うした危機感 を払拭す るた めに も、

新た な 日本語 の枠組み について、国や、 言語 ㌦ ㌃語処

理 に関す る研究 ・開発 を進 める関係学会、関係 団体、

関係企 業 とい ったAll Japan体 制 で幅広 く総合的な議

論 を行 う場が必 要であ る。 それが産業 日本語研 究会で

ある。産 業 日本語 とは、産 業活動の諸側 面を媒介す る

産 業 ・技術 文菩を人に理解 しやす くかつ コンピュー タ

にも処理 しやす く表現す るための 日本語であ り、 一般

財団法 人 日本特許情報機 構(以 ド、Japioと 略 記す る。)

が 、特許情報 を記述す る日本語のあ り方の検 討を通 し

てその コンセプ トを作 りあげてきた造語 であ る、、 この

産業日本語をべ一スに新たな日本語の枠組みを産業界

へ普及 させ、わが国の情報基盤 として根付かせために、

Japio、 高度言語情報融合フォーラム(ALAGIN)及

び言語処理学会が協力して、本シンポジウムを開催す

ることとなった。シンポジウムの開催に先、Zち、わが

国における言語研究 ・言語処理研究を先導してきた先

生方からなる世話人会が設置された。AAMTそ して言

語処理学会の初代会長であられ、現在は国立国会図書

館館長であられる長尾眞先生に世話人会の顧問を して

いただき、AAMT会 長を務められ、現在は高度言語情

報融合フォーラム(ALAGIN)会 長等を務められてい

る東京大学教授の辻井潤 ・先生や、AAMTの 現会長で

あられる豊橋技術科学大学教授の井佐原均先生には世

話人として議論を先導していただいた。 こうした体制

で、シンポジウムのプログラムや研究会設置の構想に

ついての議論、関係諸団体への協力の呼びかけ等、約

1年 間もの期間をかけて、準備が進められた。

3.シ ン ポジウムの概要

 「第1回 産業 口本語研 究会 ・シンポジ ウム」は、平

成22年2月24日 に 、東京 大学福武 ラーニン グシア タ

ー で開催 され た
。 シンポジ ウムは、会場 を埋 め尽 くす

184人 もの参加者 を得て、大盛 況であった。

 シ ンポジ ウムの開催 にあた り、経済産業省、特 許庁 、

総務 省、大学 共同利用機 関法 人人 間文化研 究機構 国立

国語研究所 、独 立行政法 人L業 所有権情報 ・研修館 、

独 ・ン:行政法 人情報通信研究機構 といった関係 省庁 の他 、

AAMTを は じめ、社団法人情 報処理学会、社団法人人

工知能学会等の多数の関係団体 にご後援 をいただいた。

シンポ ジウムでは、長尾 眞先生 による 「産 業 日本語 を

育て よ う」 と題 された基調講演 に続 き、 言語分野、 司
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法分野、医療分野といった様々な分野での 口本語を明

晰に使用するための取 り組みや産業 日本語に関する取

り組み等が多数紹介された。その後に行われた総合討

論の場では、 一般参加者も加わ り、活発な議論が行わ

れた。そ して、産業 日本語の研究 ・開発 ・普及活動を

先導する場としての産業 日本語研究会への参加呼びか

けが行われた。以下にシンポジウムのプログラムを紹

介する。

第1回 産業 日本語研究会 ・シンポジウムプログラム

(1) 開会挨拶

  橋田浩一 言語処理学会副会長/産 業技術総合研

  究所社会知能技術研究ラボ長

(2)基 調講演 「産業日本語を育てよ う」

  長尾 眞 国立国会図書館長

(3)招 待講演 「言語学と機械翻訳をつなぐ語彙意味論」

  影山太郎 国立国語研究所長

(4)招 待講演 「法廷用語を市民の手に～口弁連におけ

      る日常語化プロジェク トの経験か ら～」

  酒井 幸 弁護f

(5)取 組 ・研究事例の紹介 ・総合討論

コーディネータ 井佐原 均 豊橋技術科学大学教授

① 日本語処理技術の研究開発における特許情報の可

  能性

  藤井敦 東京工業大学准教授

② 病院の言葉を分か りやすくする提案

  田中牧郎 国立国語研究所准教授

③ 特許版 ・産業 日本語 と機械翻訳向け特許ライティン

  グマニュアル

  渡邊豊英 Japio 特許情報研究所調査研究部長

④ 産業情報としての特許情報と産業 日本語

  横井俊夫 東京工科大学名誉教授/Japio特 許情

  報研究所顧問

⑤ 総合討論 参加者全員(会 場含む)に よる総合討論

 なお、産業日本語研究会やシンポジウムの詳細は以

下のWeb Siteで 紹介されている。

= 産業日本語研究会Web Site =

   http:〃www.tech-jpn.jp1

4.今 後 の取 り組 み

 産 業 口本語研 究会 ・シンポ ジウムは、産 業日本語研

究会のメインイベ ン トと して、産)巽 日本語に関す る諸

方面での 一年間の取 り組 み を総括 し、産 業日本語の普

及・啓発 を進 め広 く世 論を喚起す るために、今後 とも、

定期 的に開催 する予定であ る。

 また、産業 日本 語研 究会の具体的取 り組 み として、

産業 ・技術情 報が生まれ る様 々な現場にて、産業 日本

語 に よる 文書作成や情 報発信 を、ITを 川いて 支援 する

仕組 みの検討 がは じまった。 その検討の場 と して、産

業 日本語研 究会の中に設置 され たのが、産業 日本 語プ

ラッ トフ ォー ム委員 会であ る、委 員長には、AAMTの

現 会長で、産 業 日本語研 究会の代表幹 事であ られ る井

佐原 均先生が就任 され 、わが国におけ る自然 言語処理

の研 究開発現場 の最 先端 で ご活躍 されている研 究者の

方々や企 業の方々に ご参加 いただいてい る、,

 産 業 日本語プラ ッ トフォーム委員会では、わが国の

情報基盤 としての産業 日本 語プ ラッ トフォームのあ り

方について、詳細 な議 論を していただ き、プラ ッ トフ

ォーム構 築の実現 に向けた開発計画の詳細化等の具体

的検討が進め られ る予定であ る,,産 業 日本語プラ ッ ト

フォームの開発には、網羅すべ き分野の広 さや 深 さか

ら、未だ多数の研 究課題 を含ん でい ると考え られ るた

め、膨大な人的資源 と予算が必 要とな ることが 卦想 さ

れ る。ま さに、国 をあげて取 り組むべ き ・大プ ロジェ

ク トであ る。 産業 日本語プ ラ ッ トフォーム委 員会は、

その成果 を国等へのプ ロジェク ト提案 辞の形に まとめ

上げ ることを視野 に入れ活動す る や定であ る,、

 本 年度末に開催 予定の 「第2回 産 業 目本語研究会 ・

シンポジウム」では、関係 各者 か らの産 業 日本語に関

す る取 り組みの紹介 に加 え、産業 口本語 プラ ッ トフォ

ー ム委員会での検討状況やJapioで 進 め られてい る特

許分野への産業 日本語 の導入 に関す る検討の状況等 も

報告 され 、よ り充実 したシンポジ ウムとなることが期

待 され る。
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一

  第4回 「機械翻訳技術のイノベーション」シンポジウムレポート

    独立行政法人 情報通信研究機構

知識創成コミュニケーション研究センター

     言語基盤グループ 風間 淳一

 2010年3月1(月)に 、東京大学本郷キ ャンパ スの

福武ホールにて、第4回 「機械 翻訳技術 のイ ノベ ーシ

ョン」 シンポ ジウムが行われ ま した。

 本 シンポ ジウムは、'ド成18年 度 か ら5年 間の 丑定

で、独 立行政法人情報通信研 究機構 、独 立行政法人科

学技術振興機 構、 東京大学、静岡大学、京都 大学 が実

施 してい る、科学技術振興調整費に よる重点課題解 決

型研究 「日中 ・中B言 語処理技 術の開発研 究」が セ催

す るシンポ ジウムです。今 回で4回 目を迎 え、参画機

関か らのプ ロジェク トの進捗 報告や 、機械 翻訳に関わ

る海外研 究者に よる招 待講演な どが行われ ました。筆

者 も本プ ロジェク トに参加 しているため、進捗 報告を

行い ま した。 本稿 では、 シンポジ ウムの簡単な参加 報

告をさせていただ きます、、

 まず、開会のあい さつ として、プ ロジェ ク ト代 表者

であ る情報通信機 構の)!=佐原 均 よ り、プ ロジェ ク トの

概要が紹介 され ま した,本 プ ロジェク トは、アジア諸

国の科学技術情報の 日本での活 用を容易に し、また、

我が国の最先端の科学技術情報 の各国へ の流通 を促進

する ことによ り、アジア諸 国 と日本 の科学技術の 発展

に資する ことを 目的 とし、 その実現のために、言語の

構造をよ り深 く利 川 した汎用的 な用例翻訳 手法、科学

技術 文献の翻 訳 ・情 報検索用辞書 を半白動作成す る 手

法を確 立 し、特 に、中国語 に焦点 をあて て、 大規模な

、ヤ語資源 を構 築 し、その 、㌻語 資源 を用いた機械 翻訳プ

ロ トタイプシステムの開発をすることを目指 しています。

 開 会のあい さつ につづい て、翻訳 に関わ る海外の著

名な研究者や 企業関係者 による招待講演が行われ ま し

た。今回 は、Language Weaverお よびISIlUSCの

Daniel Marcu博 士 、 Asia OnlineのDion Wiggins博

+、Edinburgh大 学 のMiles Osbone教 授 の三氏 を迎

えての講演 とな りま した。

 Marcu博t:は 、 「Lessons Learned in Ten Years of

Statistical Machine Translation」 とい うタイ トルで、

米国のDARPA TIDES、 GALEプ ロ ジェク トか ら得 ら

れた経験、教訓な どをお話 され ま した。特 に印象的 だ

ったのは、機械翻訳 に当初課 された 目標値が、翻訳者

の 一回 目の訳に相 当す る値 よ りも高か った とい ったエ

ピ ソー ドです。 また、技術的な点では、 よ り精緻なモ

デルの利用 を可能 とす る賢 く効率的な探索アル ゴ リズ

ムが精度向 ヒに 重要であ ることを説かれていま した。

 Wiggins博bは 、Asia Online社 のCEOで 、「Beyond

Machine Translation:Collaboration, Integration,

Quality, Change and Jobs Synopsis」 とい うタイ トル

で講演 され ま した。Asia Onlineは 、 機械翻訳 と翻訳

者 に よる翻訳を活用 して、多 くの 言語対に対 して翻訳

サー ビスを提供 してい る企業です。 講演は、 「50年 間

望む ものを提供 するのに失敗 して きた機械 翻訳業界が

なぜ い まも存在するのか」 とい う刺激 的な問いかけか

ら始 まりました。 その答 えは、翻訳に対す る無限に近

い要求 です。 全世界での人間の翻訳者に よる翻訳のマ

ー ケ ッ トは毎年順 調に伸 び続 けてお り
、2012年 に は

240億 ドル 市場 へ と成長 する とf想 されてい るそ うで

す(一 方、純粋 な機械翻訳 のマー ケ ッ トは、最 近の精

度 向 ヒを考慮 して も15億 ドル程度です)。 しか し、現

状 では人T翻 訳 のコス トが高いため、翻訳サー ビスは、

高品質 を求 めるよ うな企業 文書向けな どに とどまって

お り、E-mailや プ ログな どの潜在 的な大量の翻訳 ニー
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ズの0,5%し か 満 た していませ ん。そ こで、氏は、機械

翻訳 を うまく活用す ることを うった えます。例 えば、

機械翻訳 を前処理 に用い ることに よ り、人 手翻訳の効

率 を大幅に向上 させ ることがで きることを数字 をま じ

えて説明 されま した。Asia Onlineで は 、実際に、非

常 にシステマチ ックな機械翻訳 と人 手翻訳の融合がす

で に行われてお り、非常に感銘 を受け ま した。

 Osborne教 授 は 、 「Stream-based Randomized

Language Modelling for Machine Translation」 とい

うタイ トルで講演 され ま した。統計的機 械翻訳では 、

対象 言語 と しての出力の 自然 さを測 るため、 言語モデ

ル を用い ます。有名な ものはn-gramモ デ ル とrl乎ば れ

るもので、 これは、対象 言語で各単語列(例 えば3単

語列)が どの くらいの頻度で出現す るか を記録 した も

のです。頻度 を計測 する元の文書が多けれ ば多いほ ど、

n-gramモ デ ル もIE確 とな り、機械 翻訳の質 もLが り

ます。近年では、Google lT n-gramデ ー タな ど、 Web

等 か ら抽出 した非常 に大規模 なn・gramデ ー タ も人 手

で きるよ うにな りま した。問題 は、大 きす ぎるこ とで、

これ までのデー タ構造で は うまく扱 えません、,そのた

め 、 最 近 使 わ れ る よ うに な っ て き た 手 法 が 、

randomized language modelと い うものです。 n-gram

モ デ ル の本質的 な機能 は、ある単語列 の頻度 を問われ

た ときにそ の頻度 を答 えるこ とです が、この 手法で は、

Bloom filterと 呼 ばれ るデー タ構造 な どを使 い、 ごく

小 さな確率 で間違 った頻度 を答えて しま うことを許 し

ます。 そのよ うに妥 協す るこ とで、 これ までに比べて

大幅に小 さな容 量でn-gramモ デ ルを格納 する ことが

できます。 大規模 になる利 点 と間違 いの ・∫能性 の トレ

ー ドオフ とな ります が
、実験 では翻訳性能 が向 ヒす る

ことが示 され てい ます。 本講演では、 さらに、 このデ

ー タ構 造をス トリームデー タへ拡 張す る方法 も紹介 さ

れ ま した。 ス トリームデー タとは、デー タは届いた と

きに1回 だけ見 ることができ、後か らは見返せ ない と

い うタイプのデー タです。Webな どは 日々変化 して い

るため、ス トリームデー タと考えることもで きます。

今後は この よ うなデー タの扱い も非常 に重要に なって

くると考え られます。

 招 待講演につづいて、プ ロジェク トの参画機 関か ら

の進 捗報告が行われま した 、タイ トル と報告者は以 ド

の とお りです。

・

・

・

・

・

・

「構 文情 報を利 用 した 日中川例ベ ース機械翻 訳」

黒橋 禎 夫(京 都 大学)

「機械翻訳のための高精度中国語角孕析技術 と評価」

風 間 淳 一一一(情 報通信研 究機 構)

「The Development of Chinese HPSG

Grammar from the Penn Chinese Treebank」

Kun YU(東 京 大学)

「Automatic Extraction of Domain Term

Translations From  A Chinese-Japanese

Parallel Corpus」 中川  裕 志 (東京 大学)

「コ ンパ ラブル コー パ スを川 い た訳 語 選択 」

梶 博行(静 岡大学)

「口中機械 翻 訳用 、.亨語資源 の構 築 と品質 管理 」

菊 池 俊 ・(科 学技 術振 興機構)

 今 年が、プロジェク トの最終 年度 とい うこともあ り、

各者、これ までの成果や最 後の1年 間の研 究のノ∫向性

について発表を しま した。

 京 人の黒橋教授 は、本プ ロジェク トで開発 され てい

る構 文情報を利用 した用例ベー スの機械 翻訳エンジン

について発表 しま した。統 計的機械翻訳の研 究の初期

には、 単語 レベルでの対応 を考えるモデルが多かった

のですが、 口英、 日中の よ うに構造が大幅に変わ る言

語対 に対 しては非力で あるこ とが認識 され、近年 では、

国際的に も単語 レベル ではな く、句構造 レベルな どで

対応付 けをす るモデル が盛 んに研究 されてい ます1,こ

のプロジェク トで は、計画段階 か らい ち早くその必 要

性 を認識 し、 両側 言語 を構 文解析(係 り受け解析)し

て、その 部分構造 の対応 を川例 として抽 出 し翻訳 を行

う用例ベー スのシステ ムが志 向 され ま した。特に 、 口

本 語の処理 に適 した係 り受 け構 造を利用す ることが特

徴 の ・つ です,,提 案 手法 では、lei.語ベ ー スの対応付 け
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よ りも高精度で翻訳の対応付けが行 えること、 また、

翻訳の1{観 評価に よる質が向 ヒす ることな どが報告 さ

れ ま した、,

 筆 者(情 報通信研 究機構 厘し間)か らは、L記 翻訳エ

ンジンで使川 されてい る中国語側の形態素解析、係 り

受 け解析技術 について発 表を行い ま した。 日本語や英

語に比べ て、 中国語の研究は歴 史が浅 く、その精度 も

まだ{・分 とは 言えません、,ll本 語 や英語では、形態素

解析か らは じめて係 り受け解析 まで通 して解析を行っ

た場 合、90%程 度 の正解率 とな りますが、中国語の場

合 は80%に 届 きません。そ こで、我 々は最新の機 械学

習 アル ゴ リズムを採用 した り、近年有効性 が示 されて

いる半教師 あ り学習 を係 り受け解析に適用す るな ど し

て、精度 向Lを 口指 して きま した。 後者の技術は次の

よ うな ものです。 まず、 ア元にあ る正解 デー タか ら係

り受 け解析器 を学習 します。学習 された解析 器を用い

て、Webな どか ら集 めた大量の文書を自動解析 して、

そ こか ら係 り受けの部分木 を抽 出 します。 自動解析な

ので間違 った木 も含 まれ ますが、大 まかには、頻度 が

大きい木 はもっともら しい木、逆に頻度が小 さい木は

あ りそ うもない木であ るとい うことが分か ります、,こ

の情報 と最初の 正解デー タを ・緒に用いて、 も う 度

学習す ると解析精度が向上する ことが示 され ています。

現在は、 中国語処理に関す る研 究が非常に盛 んに行わ

れてい ますが、我々の解析器 は、現時点で、世界最 高

性能 を保持 してい ます。 プ ロジ ェク トが対象 とす る科

学技術論 文に対す る通 しでの精度 も、73.%か ら77%程

度 までに向Lし ま した.も ちろん、まだ、 口本語や英

語の精度 とは比較にな らないため、継続 した開発が必

要です、

 次 に、東大のYu博Lか らは、中国語のHPGS文 法

を獲得す る方法について発 表が行われ ま した。HPSG

は い わゆる深 い構 文解析 を行 う文法枠組み で、文法構

造 と意味構造 を同時に組みLげ るこ とが 考慮 され てい

る理 論的 に有 望な枠組み です。 しか し、そのぶん必 要

な情 報 も多いため、文法 を人 手で ・か ら作成す ること

は非 常に コス トが かか ります。 この研究では、 よ り単

純 な句構造 文法の ツ リーバ ン ク(文 に対 し正解 の木構

造が付 与されたデー タベー ス)をHPSGの 学 習 に適 し

た形 に低 コス トで変換 して、そ こか らHPSGの 文法 を

自動学翌 します。今後 は獲得 した 文法 を使用 して実 際

に中国語の解析器 を作成す る予定 となっています。 こ

の成果 によ り、翻訳技術 、解析技術 、辞A獲 得技術 を

さ らに進化 させ るこ とが できる と期待 され ます。

 東 大の 中川教授か らは、 口中の対訳デー タか ら分野

固有の 専門用語の対訳辞 書を 自動 で獲得す る 手法が発

表 され ま した。専門用語 は 日々生成 され 、 またその分

野の専 門家 でな いと対訳辞 書の作成が難 しい といった

問題が あ ります。翻訳 にお いては、専 門用 語の訳 し間

違 いは 、意味の伝達を阻害す る大 きな要因 とな ります。

したが って 、専 門用語の対訳辞書 の自動構築が強 く望

まれて います。提案 手法では、まず それ ぞれ の,話 吾で、

中川教授が開発 して いる 「F-iWeb」 で 専門用語 を 自

動 で認識 して抽 出 します。次 に、統計的機械翻 訳で用

い られ る単語対応付 け手法 を用い て、 両言語の 専門用

語の対応 を得て、最終的 に辞書 と して抽 出 します。対

応付 けをよ りよくす るた め、単語の分割を修rし た り、

専門用語の対応の スコア を求 める式な どにisを す る

ことに よ り、90%以Lの 精度 を持つ高精度 な対訳辞書

を抽出す ることに成功 してい ます。

 静 岡 大の梶教授か らは、 コンパ ラブル コーパ スを用

いた訳語選択の方法について発表があ りま した。言葉

はあい まい性 を持ってい るので、翻訳 において も適切

に取 り扱 う必要があ ります。例 えば、tankと い う語は、

「戦 中」 「タンク(容 器)」 と訳せますが、 どちらが適

切かはその文章に よ ります。 この研 究で利川 してい る

アイデアは、ある言語 で共起す る語の訳語 はや は り(翻

訳先 、ヤ語で)共 起す る、とい うものです。例 えば 、tank

の 近 くにsoldierな どの単 語が あれ ば、 tankは お そ ら

く 「戦 車」 と訳すべ きだ とい うことが分か ります。 た

だ し、 これ だけでは問題 もあ るので、様 々なi:夫 を加

えて、関連語 一訳語 関連 行列 を反 復計算す るアル ゴ リ

ズムを提 案 し、適切 に訳語 が選択 できるモデル を構 築

してい ます。
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 科 学 技術振興機 構の菊池氏か らは、 日中機械翻訳用

言語資源 の構 築 と品質管理についての発表があ りま し

た。 これ までに、 「環境1:学 」 「情報L学 」 「生物科学」

「医学」「エネル ギー」 「農 業」「材料」 「化学 」の8分

野を対象 に、2,700万 文字 を超 える 日中対 訳コーパス、

約2万8千 語の 専門用語辞 書が作成 された ことが報告

され ま した。 また、対訳 コーパスの分析 か ら、翻訳者

が 日本語 を母語 としない場合、日本語 の助 詞の 「よ り」

な どのあいまい性 の高い助 詞の誤訳が多い ことな どが

報告 され ま した。

 報 告につづ いて、最 後に、東京大学 の辻井教授 か ら

閉会のあいさつが行われ、シンポジウムは閉会しました,

海 外 の暑:名な研 究者 の招待 講演 あ り、これ まで4年 間

行 われ てきた 大プ ロジェク トの成 果の報告あ りと、(丁

前味噌 ですが)非 常に内容 の濃 い有意義 なシンポジ ウ

ムであった と思 い ます。

 な お 、 シ ン ポ ジ ウム の 発 表 ス ラ イ ドな どは 、

htt:〃www.con e.co.'1imtts m o/ro am/index.html

で 見 るこ とがで きます。私 の理解や認識 に間違い もあ

るか と思 いますので、詳細に ご興味のあ る方は、是非、

r記 のURLを ご覧 くだ さい。
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一
               「みんなの翻訳 」は何 を 目指す か

影浦 峡、阿辺川 武、内山 将夫

1.は じめに

 「みんなの翻訳」(http:〃trans-aid.jp/)が2010年 第5

【・IAAMT長 尾 賞受賞の栄誉に浴 した ことを機 に、 「みん

なの翻訳」についての 文章を寄稿することにな りま した。

概 要はすでにAAMT Journal第45号 「みんなの翻訳 一 ボ

ランティア翻訳者の 支援 と翻訳の共有のためのWebサ イ

ト」で紹介 しま した し、その後、様 々な機能強化 と拡張

を行いは しましたが、それ らは使っていただいた方が説

明す るよ り理解 しやすい と思いますので、ここではむ し

ろ 「みんなの翻訳」の 考え方や理念をい ささか思弁的に

まとめてみたいと思います,、

2.道 具 としての言言吾処理

 モ ハメッ ドが、山を3度 呼び寄せ ても来なかったため、

「白分が行 くよ り外に仕 方があるまい」 と注って 自ら山

へ向かって歩いて行 ったエ ピソー ドは広 く知られてい ま

す,,漱 石 も 『行人』中 「塵労」の章で登場人物のHさ んを

して このエ ピソー ドに対す るその先輩の 「ああ結構な話

だ。宗教の本義は其処にある」とい う訪葉を引用せ しめ

てい ます,抽 象的ですが、 「みんなの翻訳」は、 「宗教」

を 「研究」そ して 「応用」に置き換えて もまさにこの 言

葉はあては まるとい う認識をプロジェク トの理念的基盤

としています、、自己意識を肥大させず、坦々と対象に触

れ、対象 と関わ るこど、 とはいえ、ポロを出す前に、少

し具体的なことに話を移 しましょう。

 人間の翻訳者を支援す るために言語処理技術は実際に

使 えるはずだ、それに もかかわらず、本来使われて もよ

さそ うな ところで も使 われていない。2005年 、 「みんな

の翻訳」プ ロジェク トの前身である 「椎茸プロジェク ト」

を始めるにあたって私たちが抱いていた問題意識は この

よ うなもので した,,も ちろん、欧州諸 言語を扱 う産業翻

訳業界では当時でも機械翻訳はプロセ スの一部として使

われていましたが、私たちが対象 とするオンラインの翻

訳ではあま り使われてお らず、 日本語を扱 う場合は辞書

引きがオンライン化 ・電子辞書化 され た程度、とい うの

が実状だったのです。

 そ うした状況に対 して、私たちが 目指 したのは、使 え

るようになるまで精度 をあげることではな く(そ もそ も

現状の言語処理技術は使 えるはずだ と考えていたわけで

すか ら、それ にもかかわ らず使われないとする とそれ は

精度び)問題ではないはずで した)、 オンライン翻訳者 に

言語処理技術 が使われ るよ うなかたちでアプ リケーシ ョ

ンの配置を考えることで した。

 そ のためにオンライ ン翻訳者の作業プロセスを観察 し、

翻訳で用いている道具の性質を整理 して、 言語処理技術

を適用す ることに より改善できる部分を改善 し、柔軟 な

熟語の検索や辞書の構成、用語対訳抽 出など(多)言 語

処理の基本技術を組み込んで(こ れ らについてはAAMT

Journal第45号 の紹介 をご覧 ドさい)、 統合的な環境 と

して公開 したのが 「みんなの翻訳」です。

 つ い最近、名古屋大学の佐藤理 史先生か ら教わった便

利な β葉を使 うと、開発の際のポイ ン トは、 「道具 とし

ての 占語処理」にあ りました。 もちろん呂語処理技術 を

応用に使 う場 合、技術は道具 として位 置づけ られます。

その際、大切なことは、よくできた道具は、例 えば手で

使 うものな らば、いわば手の延長 として自然に位置づ け

られる とい う点です。道具が道具と して当た り前に使わ

れ るためには、対象プ ロセ スの中に自然に組み込まれ、

いわばプロセ スにお ける…っの基盤 となることが求めら

れ るのです(例 えばかな漢字変換はそび)ようなものにな

っています)、,こ れに対 して、言語処理技術の多 くは、

オンライン翻訳者 の作業プ ロセスの外 にあるもので した。
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外 にある限 り、使われ るためには圧倒的な精度が求め ら

れ ます。 ところが、翻訳プロセ スの中で使われ るような

位置づけを確.¥Lで きれば、ノコギ リが使 うにつれ 手に馴

染む ように技術の改善も進めることができるのではない

か。機械翻訳 も含め、 「みんなの翻訳」では.}語 処理技

術 をこう考えて取 り込んできました し、これか らもこの

よ うに取 り込んで行 くことにな ります。 このよ うな道具

はまた、人間の能力をいっそ う引き出す ものにな りうる

と私たちは考えています。

な対象 であって言語 表現 はそ こに到 達す るためのr段

(デー タ)で あ ると捉えるのに対 し、翻訳においては、

両者の関係 はまった く逆で、あ くまで、㌃語1が 本質で

あってその操作のために言語 とい う概念を必 要に応 じて

導人す ることにな ります、技術的な論文としてはなかな

か発表 できません し言葉に しに くいのですが、1み んな

の翻訳」では、 旨語の技術 を、㌻語表現のプロセ スに内在

させるためのマ クロなメカニ ズムに実はかな りL夫 を凝

らしています。

3.言 語表現 と言語

 前 節で、 「対象プロセ ス」、 「作業プロセス」 とい う

言葉 を使 いました。技術 を対象プ ロセスの中に位 置づけ

るためには、そのプロセ スを把握す る必要があ ります。

翻訳者 と話 していて明 らかになった最大の点は(翻 訳者

が 自分か ら明 言したわけではあ りませんが)、 翻訳 とは

徹頭徹尾 具体的な言語の表現か らなるテキス トを対象 と

するプロセスであって、言語に関するプロセスではない、

とい う点です。

 例 えば、 「山」 とい う単語は言語において ・つの単位

を構成 します(言 語学の言語に対する見方 も基本的に こ

の ような 重)のです)Dこ れ に対 して、文学の翻訳で最 も

顕著ですが、より一般に翻訳においてはシェー クス ピア

の 「山」 と トーマス ・マンの 「山」は別の ものです.言

語学ではそのよ うな違いを 般 に 「文脈」の観点か ら扱

い ますが、翻訳の場合、本来(究 極的には)、 シェー ク

スピアが この作品のここでaっ た 「山」 として、唯 ・単

独的な 「山」が対象 となるのです。翻 訳者が感 じている

言語表現のあ り方はこのような ものです。

 そ うは、ζって も、そんな風 に捉 えられた 「山」は もう

それ以L操 作 しよ うがありませんから、実際には翻訳の

プロセスの中で 「言語」的視点を少 し入れて、こちらの

 「山」とこちらの 「山」は似ているとか、あちらの 「山」

は違 うとか、そ ういったかたちで 言語表現 を扱ってい く

ことにな ります、,コーパ スを川いた言語学や 、㌃語処理 も

具体的な 、㌃語表現 を使 うのだから、その限 りでは双方が

近づくわけですが、言語学や、㌃語処理では言語が本質的

4.現 状 と具体的な展開

 幸い、2009年4月 に公開 して以来、 「みんなの翻訳 」

はそれな りに認められ 、2010年10月12i現rE、 登録者

は1407名 に 、翻訳文書数は5210、 うち公開 文、1字数は2282

にの ぼっています。アムネステ ィ ・インターナ ショナル

日 本 や デ モ ク ラ シ ー ナ ウ!ジ ャ パ ン 、

GlobalVoicesOnline日 本 チー ム といった 箸名なNGOや

ネ ソトニュースグループが利川 してお り、 グリンヒ.一ス

ジャパンや 日本母乳 育児支援 ネッ トワー クも利川の準備

を進めてい ます。い くつかの大学のゼ ミで も英語記'f}:購

読紹介に使われています、,2010年 に は 「いつで もどこで

も 『みんなの翻訳』」 を実現す るために、1/分 が読んで

いるページを翻訳 したい と思った ときにす ぐ1み んなの

翻訳」の翻訳支援 エデ ィタを・'/:ち上 げることがで きる

「QReditブ ックマー クレット」を公開しました。

 2010年10月 に は中匡】語に対応 し、現在、対象となる

言語は英語、 日本語、中国語 となりました1、さらに、カ

タロニア語と英語の問の翻訳にもまもな く対応するr

です、,

 また、翻訳教育のプラ ッ トフォームとして1み んなの

翻訳」 を展開するサブプ ロジェク トも始 まり、現在、 リ

ー ズ大学翻訳研 究所 と共1司で開発を進めてい ます、,さら

に、長尾賞受賞を きっか けに、World Digital I.ibrary

 (http:〃www.wdl.org1)が 提 供 している世界の 文化遺産

の多 、亨語展開に 「みんなの翻訳」を活川するIIJ能性 も現

在検討 されてい ます。 これ に限 らず、社 会的 に興味深い

プロジェク トには積極的に関わっていきたいと思っています 、
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5.言 梧 スケー プとメディアの生態系

 私 たちが 日常的に接 し、 目にし、読み、聞き、諄き、

話 し、触れ 、感 じる,亨語表現の光景は、近年 大きく変わ

っていまず,多 様な 、㌃語が当た り前に存在 していると同

時に、Google Translateを は じめ とする機械翻訳が ・般に

広 まった ことか らフランス語の ようでフランス語でない

もの、 日本語の ようで 日本語でないもの(あ るいはフラ

ンス語でなさそ うだ けどフランス語び)もの、 日本語でな

いようであ りながら日本語の もの)等 々も目につきます,

 このよ うな新 しい 言語 スケープの中では 「みんなの翻

訳」が想定 している翻訳対象文書は、どちらか とい うと

保守的なかちっとした ものの側に属 しています。 言語ス

ケープが どのように変容するにせよ、変容の起点とな り

変容を認識す る基盤 となるものは、近代のメデ ィア生態

系に支えられた 、㌃語編成であ り、現在で もほとんどの言

語表現活動はそれ に対応するかたちで捉えることができ

るか らです、,新しい言語スケープ とメデ ィア生態系に対

して 「みんなの翻訳 」をどのよ うに展開 してい くかは今

後の興味深い課題です,

6.お わ りに

 「みんなの翻訳」プ ロジェク トは、前身から数えて現

在6年 口になります。その間、研究成果 も公表 してきま

したが、何よ りもよかったのは、 とにか く楽 しくてた ま

らないとい う点で した。それが今 同認め られ、AAMT長

尾 賞をいただけたことは本 当に光栄に思ってお ります。

ご推薦 ドさった方々、 ご審査に関わった方々にあつく御

礼申 し ヒげます。 これか らも楽 しく本 プロジェク トを展

開 し、機械翻訳をは じめ とする言語処理技術 とIiPf1_現

を扱 う翻訳 とをいっそ う緊密に結びつけることに貢献 し

ていきたいと考えてお ります。
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rNの 学生」 の訳 し方

      信州 大学 力M泰 鉱 こ

早稲田人学総合研究機構 黒田 航

1.は じめに

 名 詞 ㌃つが助詞 「の」 で結 ばれ ている表現はII本 語

では非常に生産性 が高い言い方である。 だが,そ れ を

翻訳す るの は とて も難 しい。 それ は,日 本語 の 「N1

のN2」 と英語の"Ni'sNz"も しくは"N20fN1"は と

もに属格 表現である点では同 じであるのだが,し か し

①英語 と日本語では,属 格表現の取 り得 る意味範囲が

違 う,② 意味解釈はNlとN2の 関係 で決 まるので,属

格であ るとい うこと自体が意味を決定す るのではない,

とい う2つ の理由に よる。 本稿では 「N1のN2」 を機

械翻訳 ソフ トが ど う訳すのか を概観 し,訳 し方の改 簿

策 を提案す ることを 目的 とす る。ただ し 「N1のN2」

で は対象が広す ぎるため,E純 化のた めにN2を 「学

生」に固定 して議論す る。

2.翻 訳ソフ トの英語訳

 今 同の考察で用いた翻訳 ソフ トは市販 され ている次

の3点 である。

[LV]   QLogoVista 2009 PROS, LogoVista.

[Atlas] 『ATLAS V14翻 訳 スタンダー ド』,富is.

[PC】   『PC-Transer翻 訂ぐStudio 2009』,ク ロスラ

    ン ゲー ジ.

以 下に興味深い訳出 文を示す。 英語訳の前にあ る記号

は,○ が 「訳 として使 える」,× が 「訳 として使 えない」

ことを表わす1。 ただ し,本 稿 では冠詞や数 の不 自然 さ

は指摘せず,主 に前置詞の選択 を考察す る。

(1)加 藤 先 生 の 学 生

 [LV]:OMr. Kato's student

 [Atlas]OMr./MS. Kato's student

10
,×,△ はGoogle検 索 の 該'[i数 を 参 考 に して 決 め て

い る 。

 [PC]:×Astudent of Mr. Kato

(2)経 済 学 の 学 生

 [LU]I OThe student of economics

 [Atlas]OStudent of economics

 【PC】:△An economic student

(3)東 京 の 学 生

 [LV]:×The student of Tokyo

 [Atlas)OStudent in Tokyo

 [PC]:×Astudent of Tokyo

(4)教 室 の 学 生

 [LU]:×The student of a classroom

 [Atlas]OStudent in classroom

 [PC]:×The student of the classroom

(5) liL;≫〔1)'}≦:イ1三

 [LV]:×The student of a base

 [Atlas]:×Base student

 [PC]:×Astudent of the base

(6) 男(ノ)学t

 [LU]:×Aman's student

 [Atlas]xMan's student

 【PC】:×The student of the man

(7)フ ル タ イ ム の 学 生

 [LV】:OA full-time student

 [Atlas]xStudent of full-time

 [PC]:×Astudent of the full-time

(8)SNSユ ー ザ ー の 学 生

 【Lv]:×ASNS user's student

 [Atlas] x SNS user's student

 [PC】:×The student of the SNS user

(9)ア ル バ イ トの 学 生

 [LU]:×Part-time job甲s student
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 [Atlas]XStudent of part-time job

 [PC]:×The student of the part-time job

(10)欠 席 の 学 生

 [Lv】:OAn absent student

 [Atlas] x Student of absence

 [PC]:×Astudent of the absence

(11)不 本 意 入 学 の 学 生

 [LU]:×The student of involuntary attendance

 [Atlas] x Student of unwilling entrance

 [PC]:×A student of the unwilling entrance to

 school

(12)ピ ア ス の 学 生

 [1;▽」:×The student of a pierced earring

 [Atlas]:×Pierce's student

 [PC]:×The student of pierced earrings

(13)和 服 の 学 生

 〔1」V]:OThe student in Japanese clothes

 [Atlas]:×Student of Japanese clothes

 [PC】:×The student of the kimono

3.問 題 の所在

 機 械 翻訳 ソフ トは ・般 に 「N1のN2」 とい う入 力に

対 し"N20fNi"と い う出力を出す強い傾 向があ る。

出力か ら推測す る限 り翻訳 ソフ トのアル ゴ リズムは次

であ ろ う。

(14) a.「Nlの 」が辞 書で形容詞に対応 する とい う情

    報が 得 られ る場合,形 容詞が選択 され る((7),

    (8)のLVを 参 照)

   b.N1が く人〉である場 合に"N1'sN2"が 選 択 さ

    れ る((1)のLU, Atlasを 参 照)

   c。そ うでない場 合に"N20fN1"が 選 択 され る

(14a, b)は 基本 的に適切な戦略である と考 えられ るが,

(3)か ら(12)の 事例 を見れ ば(14c)は 一←分 と言 うには程遠

いこ とは明 らかである、、本稿 では(14)の 戦 略を改善す る

方向性 を模索することを日的 とす る。

4.問 題の分析

 「N1の 学 生」とい う表現 が どのよ うに言い換 え られ

るか とい う観点 か ら,(3)か ら(13)は 次 のよ うに分類す

るこ とがで きる。

・(3)一(5)は「N1に い る学生」 と言い換えることができる

   東京 にいる学生

   教 室 にいる学生

   底 辺 にい る学生

・(6)一(9)は「N1で あ る学生」 と言い換えることができる

   男 で ある学生

   フル タイ ムである学生

   SNSユ ー ザーで ある学生

   アル バイ トで ある学生

・(9)一(12)は 「Nl(を)し てい る(ま たは 「した」)学

生」 とriい 換 えるこ とが できる

   アル バイ ト(を)し て いる学生

   欠席(を)し てい る学生

   不本 意入学(を)し た学生

   ピア ス(を)し てい る学生

・(12)(13)は 「N1を 身 につ けてい る学生」 とい う内容

で,「 つけた」「着てい る」等の動 詞で言い換 えるこ と

がで きる

   ビア スをつけた学生

   和 服 を着てい る学生

ここで3種 類の言い換え を考 えたが,こ れ らの言い換

えの共通点を まとめ ると次の よ うにな る。

(15)N1-(助 詞)-V一 学 生

つ ま り,属 格 の典型的 な用 法であ るく所有〉や格 関係2

は ない(3)以 降 の 「N1のN2」 に おいては, どの よ う

な意味 になるかはNlとN2の 意 味 関係 で決定 され,

そ の意 味関係 は(15)のVで 表示 され る。(3)一(5)はNl

がく場所〉であ りN2が く人〉であ るため,助 詞 とVを 「に

2(2)で は勉強の対象 としての格関係
,つ ま り目的語 と

しての 関係 が認 め られ る。
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い る」 とした 言い換 えにな る。(6)一(9)3はN1が く属性〉

であ りN2が く人〉であるため,助 詞 とVを 「である」

と した言い換 えにな る。(9)一(12)に お いて はN1とN2

の 意 味関係 は…様ではないのだが,そ れ に も関わ らず,

「N(を)し てい る」 とい う表現 の多義 性に依存 した

言い換 えに依存 した用法 の まとま りを形成 して いる4。

5.改 善 の方向性

 前 節 で私 たちは 「N1のN2」 を言い換 えll∫能性の観

点で同値類に分類 し,こ の同値類 を基盤 に した翻訳 の

改善法 を提案 した,,こ こでは問題の一一般的 条件 を考察

す る。

 「N1のN2」 とい う表現の英語への翻訳 が難 しいの

は,対 応す る英語表現が一一様でな いこ とによる。特 に

"N
2PNI"と い う前置詞を使 った翻訳 を考える場合,

of以 外 が正解訳であ る時に,そ れ を どうや って見つ け

るかは非常 に難 しい。そのた めの 方策 として,次 を提

案 した い。

(16)Step 1:入 力 「N1の 学 生」 を

  「N1-(助 詞)-V一 学 生」 とい う連鎖 に

  言 い換 える

  Step 2:「Nl-(助 詞)-V一 学 生」

  とい う連鎖 を,

  「学 生はN,・(助 詞)-Vす る」

  とい う文の形の連鎖に言い換 える

  Step 3:そ の 文を入力に して訳出す る

  Step 4:そ の 訳出 文を,主 語の

  studentsの 直 後 にwhoを 挿 入 し関係

  節 構造 にす る

(16)は,「N1の 学 生」 をその ままの形 で英語にす るの

3な お ,(9)の く属性〉の解釈は,例 えば 「そ んな ことは

lE社 員 にや らせ るこ とであって,ア ルバ イ トの学 生に

期待 してはいけない」 とい うよ うな状況 を想 定 してい

る。

4本 稿 は,こ こで,「N1のN2」 の 取 り得 る意味範開

につ いて,「 『N1(を)し ている』で 言い換 え られ る こ

とが条件 である用法 がある」 とい うかな り強い β語学

ヒの主張を している ことになる。

は非 常に難 しいが,対 応 す る文の形な らば まだ現 実的

な要求 と して機械 翻訳に期待で きる,と い うことを 言

っている、 それ は過度 に多義な 「の」をその まま訳す

ことを回避す るための措 置であ る、,

 こ こで提 案 してい る訳すべ き文の形は,前 ペー ジで

言い換 え として示 した もの を,例 えば 「ビア スを して

いる学生」を 「学 生は ピア スを している」 といったん

言い換 えた ものになる。 実はその よ うな 文の形に して

も,現 状 の ままでは本稿 で示 した全ての 事例 でil:し い

訳文が出力 され る とは限 らないが,そ の ような 文の形

の訳 文は本稿で問題 に している 「Nlの 学生」の訳 とは

独立に,ど の道11三しい訳に導 く努 力がな され なけれ ば

な らない ものであ る。 本稿 の1{張 は,そ の よ うな努力

を前提 とし,「N1の 学 生」とい う形の人力に対 して も,

そ の ような 文の形 におけ る努力の果実をその まま応 川

しよう,と い う提案である と言える 、

6.言 い換えをどう選別するか?

 以 ヒの本稿の提案には次の重人な但 し蒔きが必要で

ある。

(17) 「NlのN2」 の 言い換 え としての 「学生はN1-(助

  詞)-V」 に おいて,翻 訳プ ログラムがVを ど う選

  別 す るか,と い う課題 が解 決済み である

よ り具体的 に、亨えば,私 た ちは 「NiのN2」 をi)「N,

に い るN2」, ii) 「Nlで あ るNs」, iii) 「N1を 身 につ

けているN2」 への δい換 え とい う観点で分類 したが,

言 い換 えの 可能性 が これ らに限 られ ないのは明 らか で

ある(例 えば他に も 「角の本屋 」のよ うに 「N1に ある

N2」 と 言い換 え られ る場 合 く)ある)、,従 って,問 題 を

一一般 的に解決す るためには
,言 い換 え 可能性 を 自動白く」

に認 識す るr段 が必要であ る、、課題を解決す るには次

の よ うな 手法が 考え られ る、

(18) 「学 生はN1-(助 詞)-V」 とい う連鎖のV(と

  助 詞 び)組み合わせ)の うち,参 照す る作 業コー

  パ スの中で最 も生起数 が高い ものを選択す る
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(19)そ のV(と 助 詞び)組み合 わせ)は 有限 であ り,

   可能 な選択肢の範囲内で選択 され る

例えば 「東京」 とい う名詞はいろんな助 詞 と動詞の組

み合わせ を許す が, 「東京 の学 生」 とい う表現 の 、}い

換 えを 考える際には,そ れ ら全ての μ∫能性 を考える必

要はないはず である,,お そ らく4節 で考察 した 「にい

る」 「である」 「を している」の3種 類({)し くは少

数の他 の選択肢)か ら選べ ばいい もの と思 われ る,,も

しそ うな らば,コ ーパ スで 「学 生は東京 である」 とか

[東 京を している」等 は検川 されないであろ うか ら,

望 まれ る 「にいる」がil:し く選択 され るだろ 臥、この

方式は,対 象 となるN1(こ の 例では 「東京」)の 辞 書

記述を詳細 な ものにする,と い う作業 を回避 してい る

点に注 目されたい。

7.ま とめ

 以L,「N1のN2」 とい う名詞表現を, N1を 便 宜i:

「学 生」に固定 して考察 して きた。 改善の方向性 と し

て,「N1の 学 生」をその まま人力 として機 械に翻訳 さ

せ るのは無謀である こと,そ していったん文の形に し

てか らそれ を英 語に し,関 係節 化を経 由 して名詞表現

に戻す,と い う方策 を提 案 した、、
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!r. III

Enabling Multilingual Applications of`Controlled Language'

                       the DITA framework

                                Anthony Hartley
Centre for Translation Studies, University of Leeds, UK

                            a.hartlev@leeds.ac.uk

1.Overview

Acontrolled language(CL)is a version of a human language that embodies explicit restrictions on
vocabulary, grammar and style for the purpose of authoring technical documentation(Kittredge,
2003;Nyberg et al.,2003). With roots in the Simplified English of the 1930s Ogden,1930), the
initial objective was to minimize ambiguity and maximize clarity for human readers, including
non-native speakers of English, and so to avoid the need for translation altogether. Today it is
widely acknowledged that the costs of post-editing the target documents can be cut significantly if
the source documents for MT comply with CL rules(e.g., Bernth&Gdaniec,2001;Roturier,2009).
This is apart from improved comprehension by readers of the source documents themselves

(O'Brien,2010). Nevertheless, adoption of the CL concept remains largely confined to English,
notwithstanding developments in European languages, such as French(Barthe et al.,1999)and
Swedish(Sagvall Hein et al.,1997). This paper suggests that the absence of wider uptake of the
CL principle in other languages is due above all to an under-specification of the contexts in which
rules should apply and the fact that existing CL rule sets are modelled on English. It further

argues that the Darwin Information Typing Architecture(DITA)XML standard(dita.xml.org)

provides an excellent framework for creating fine-grained CL specifications both for English and
for other languages. A Japanese CL, for example, could help redress the current shortfall in MT

quality out of Japanese relative to the quality achieved by MT between European languages.

2.Controlled Language Benefits, Principles and Limitations

Even before the advent of-translation memory(TM), the adoption of CL authoring with

subsequent MT was capable of reducing overall translation costs by 50%-70%, halving production

time and yielding a return on investment(MT purchase and dictionary creation, CL training of

authors)within two years(Pym,1990). Greater consistency at the authoring stage can only

increase the reuse of text segments within today's TMs.

CLs comprise a lexical component and a syntactic component. Within the lexical component, CLs

distinguish the terminology specific to a particular domain of activity and even a particular

company, and a common technical vocabulary in wide use across one or more sectors. The latter

set typically numbers 1,000-1,200 items. Both sets are governed by the same principles of`one

term‐one meaning'and`one meaning‐one term', to eliminate ambiguity and synonymy. Thus,

for example, the AECMA standard(AECMA,1995)allows the use of`free'only as an adjective

meaning`moves easily'(e.g., Ensure the fasteners are free.);its use as a verb is proscribed in

favour of`release'(e.g., Release the fasteners.). In addition to providing definitions of prescribed

terms, the lexical component of a CL usually offers a reverse dictionary which maps commonly

used but deprecated expressions into prescribed terms. So`replace'will point to both`renew'and
`re -install'(with their distinct definitions)in order to forestall a potentially dangerous confusion

(e.g., Replace the master cylinder seaL). Of the two lexical subcomponents, it is the common

technical vocabulary that presents the greater challenge for attempts to define a CL;specialized

terms are de facto less likely to be ambiguous.

The syntactic component may comprise between 30 and 60 rules, stated, depending on the

particular CL, to varying degrees of specificity;thus it is not always possible to identify shared
rules(O'Brien,2003). It is possible, however, to distinguish a common underlying ambition, which
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is to eliminate syntactic complexity and ambiguity by restricting sentence length and complexity.

So, sentences are limited to 20 words and the maximum number of clauses is normally two, with

constraints on the connectives that are used. Local dependencies are flagged by such devices as

obligatory use of the complementiser`that'and of pronouns(e.g.,`which'), while English

noun!verb homonymy is resolved hy the insertion of a determiner(e.g.,ハ η.4ccess the[NI data vs.

鮒.400θ55瓜 びdata). However, some widely enfbrced rules, such as the proscription of the

supposedly ambiguous`-ing'form, have been shown to have very little effect on current MT

performance, including into Japanese(Aranberri-Monasterio&O'Brien,2009).

The fundamental problem with the current formulation of CL rule sets is that they are almost

exclusively specified at the level of the sentence rather than at the level of the document(Hartley

&Paris,2001). This is because the notion of document element is itself very coarse grained;the

AECMA standard recognises only three document elements procedures(instructions for use or

action), descriptions and warnings/cautions. There is a very sparse linkage between syntactic

rules and document elements;for example, the constraint of 20 words per sentence is relaxed to

25in descriptions, while warnings are required to begin with a simple, clear command.

This narrowly syntactic focus biased to the structural peculiarities of English has hampered the
development of CLs in other languages(Barthe et al.,1999). Generalising the principles of CL
across languages requires a language-independent model of document structure that has been
lacking hitherto. Such a model is necessarily functionally oriented;it needs also to be sufficiently
fine-grained to allow rules to be tied to functional elements that can provide context sensitive

guidance both to authors and to an MT system in its translation decision making. DITA, an XML
standard for defining documents in terms of their functional constituents, affords just such a
framework.

3.DITA as an Enabling Framework

DITA is an authoring tool which is increasingly widely used by technical communicators in

Europe, North America and Japan. It defines an inheritance hierarchy of topic types consisting of

required and optional content elements, represented as DTDs and schemas and instantiated with

chunks of information meeting a specific communicative goal. Figure l illustrates their functional

nature.

〈task id="zz"〉

<title>Creating a new ZZ file</title>

<taskbody>

<context>Once ZZ is set up, you must create a new ZZ file.</context>

<prerequ> You must be logged into the ZZ server.</prerequ>

<steps>

<stepxcmd> In the editor, create a new file. </cmdx/step>

<step><㎝d> Enter a query. <ノ ㎝d>

<choices>

<choice> You can use ZZ syntax. </choice>

<choice> Or you can use the query builder. </choice>

</choicesx/step>

</steps>

<result> The server displays the `file created' dialog . </result>

</taskbody> </task>

Figure l DITA functional elements

Preferred or required syntactic features can now be mapped into these element types, such as a

gerundive`-ing'form for the initial word in the<title>. Similarly,<prerequ>(prerequisite)could
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be made to require`must', while<choice>could require`can', with the second and subsequent

choices beginning with`or'.

The mappings will be language(-family)dependent, so that the corresponding requirement for
<title>in many European languages would be for a nominalised form. CLs for different languages

can be developed independently, while referencing a common functionally-defined framework.

Implemented in XML, the DITA framework is by design extensible. Inspiration for such
extensions can be found in Natural Language Generation projects, many of which have focused on
automating the production of technical documentation(procedural and descriptive)in multiple
languages(e.g., Hartley&Paris,1997;Danlos et al.,2000;Kruijff et al.,2000). It is open to users
to define sub-sentential elements and require, for example, that the<goal>of a user action or a
<condition>on the action must be stated before the<action>itself(e.g.,<goal>To increase the

pressure,</goal><action>turn the scre w to the right.</action>).

The generic and language specific constraints can in principle inform the decision making of an

MT system, whatever its architecture. The XML markup could be used to parameterise rules in

RBMT and EBMT systems and exploited as features in the SMT paradigm(assuming sufficient

training data). Upstream, at the point of authoring, the DITA DTDs could be visualised to authors

in an interface similar to WYSIWYM(What You See Is What You Meant‐Power et al.,2003)or,

again assuming sufficient data, supported by an auto complete or authoring memory function

similar to that pioneered by TransType(Macklovitch,2006).

4. Conclusions

Given that Controlled Language has been shown to provide a highly cost-effective solution in

reducing MT post-editing effort, this short article has attempted to explain why the CL concept

has failed to establish itself beyond English. It is not because other languages are inherently

more complex and do not provide writers with the means for simple yet clear communication of

technical procedures. It is rather that, hitherto, we have lacked a suitable language-independent,

functionally-defined framework for articulating context sensitive constraints on a particular CL

and for defining the translation relationship between CLs in different languages. The article

contends that DITA affords an excellent basis for this task and that useful constructs for

extending DITA have already been piloted in the field of Natural Language Generation.

Combining MT and post-editing is reported to yield up to a 400%increase in words-per-hour

between European languages, yet only a 50%gain from Japanese to English(Marcu,2010). Could

aJapanese CL help to bridge this gap?
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Microsoft Translatorの 紹 介

マイ クロ ソフ トリサーチ

     村1川 孝r一

MicrosofしTranslatorは 、 当社研 究所 で開発 され た統

計学を利 用 した機械 翻訳機 で、開発 当初は、社内の ロ

ーカ リゼー ションプ ロセスの効率化を 日的 と していた

が、現在では、 ウェブ上で…般の人が無料で利用で き

る自動翻訳サー ビスや技術開発者 たちが 自山に使 える

APIな ど も提供 してい る。

httn:〃www.microsofttranslator.com

本稿 では、 このMicrosofしTranslatorの 機 能について

紹介 しなが ら、今後の機械翻 訳のあ り方な どについて

簡単に考察を述べてみたい。

MicrosofしTranslatorホ ー ムペー ジでは、 文章翻訳以

外に次の よ うな機 能が体験で きる。

・ バ イ リンガル ビューアーに よる ウェブペ ージの対

  応 翻 訳

● 音 声合成 による翻 訳文の読み一L一げ

・ バ イ リンガル 辞i等によ る単語の辞 醇引き

最初 のバ イ リンガル ビュー アー だが、これ は自分が翻

訳 したい ウェブサ イ トのURLを ホ ームペー ジのテ キ

ス トボ ックス中に タイプす る と、その ウェブサ イ トの

対訳 が自動的 にな され る とい うサー ビスである,,こ の

バ イ リンガル ビュー アーは、文 レベ ルで対応翻訳 を示

して くれ 、他 言語 で 菩かれ た ウェブペー ジの 内容 をさ

らっ と把握 したいよ うな場 合には、大変便利である(図
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図1:バ イ リ ン ガ ル ビ ュ ー ア ー に よ る ウ ェ ブ ペ ー ジ の 対 応 翻 訳
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次に、 ボf声合成 による読みLげ 、バイ リンガル辞E,に

よる単語の辞 書引き機能 だが、最近 こ うした 言語 支援

ツールを組み 合わせ る 自動翻訳 サー ビスが増 えている。

これ は、機械 翻訳 が単に 「翻訳」 とい う領域 にと どま

らず 、「外国語学習」のための支援 ツール として も利用

できる ことを示唆す る、,また、音声合成 、音声認識技

術の開発な どによ り、機械翻訳 が今後 さまざまなアプ

リケーシ ョンで登場 して くるこ とは、間違い ない,,

Microsoft Translatorは 、'li社 の 製品内に もい ろい ろ

な 所 に 人 っ て い る 。 例 え ば 、Officeの 様 々 な プ ロ グ ラ

ム(Word, Outlook, PowerPointな ど)内 で の 翻 訳 機

能 と か 、 ま た 、Internet Explorer 8の ア ク セ ラ レー タ

で の 翻 訳 ア ドオ ン(図2参 照)の 一つ と し て も 使 わ れ

る よ う に な っ て い る 。 当 社 製 品 内 で の 使 わ れ 方 に つ い

て は 、 次 の サ イ トに 記 載 され て い る。

htt:〃windows.microsoft.com/ia-JP!windows-vista1T

rv-Microsoft-Translator

English(Auto-Detected).

追 加

Dictionary

add詮bn-【 名詞 】

1.付 加,追 加.

2.付 加 靭(to}

in addRion

加 える に,ほ か に,き らに

簿Jelly Drinkll〈isel(6》

勘Jam。 Preserves(61}

aHoney(31)

sSyrup(4)

Fish. Caviar,Seafood

Beverage

囑■噸レ  Japanese ▼

凋
しC  ㌧ノII VIけ しご dl,L/llヒU こ}りi丸ヒ こ⊃」 こ〕ヒ:dごUI

翻Bl・g wi・h Wi・d・w・Live

   E-mail with Windows Live

lゆM・pwith Bi・g

蟄Search with Bing

a'T・an・1・t・with Bi・g

   All Accelerators        

an

be

e3⊆

foll

at

kra

 C

CPC+Pav:ered by Mitrasoft'Translator

口

....

冒

髄a「sha「ab Pome

Sauce

o

410grO
㌧/ 熱驚t、::旺 聴

Horseradish Rus

並

図2:Internet Explorer 8の ア ク セ ラ レ ー タ で の 翻 訳 機 能
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開発を担 当 している機械 翻訳チームでは、 こ うした既

存する機能 、また翻訳精度の向k、 そ して、対応 占語

の拡張な どに取 り組 みなが ら、同時に新 しい機 能の開

発に も努力 してい る,そ の 一つ と して、最近公 表され

た共同翻訳 フレーム ワー ク(Collaborative

Translations Framework:CTF)が あ る。 CTFは 、「機

械 と人間の共同作業に よる多 言語情報共有」 とい う大

規模 な ゴールを想定 してい る。機械 翻訳の精度が最近

い くらか よくな った とは 言え、誤訳は避け られず、機

械 翻訳は、人間の翻訳 に勝 てる ものではない。しか し、

我 々が機械 翻訳に よる誤訳をただ単に批判 してい るだ

けでは、前進で きない、,むしろ、「機械(コ ン ピュー タ

ー)と 手に手を とって、翻訳精度 を高 め、 多言語 によ

る情報 共有 を推進 させてい こ う」 とい う態度 を もた な

ければ、 この多 言語に よる情報化社会 には、対処で き

な くな って しま う。CTFは 、こ うした壮大 なゴー ルを

達成 させ て くれ るユー ザー イン ター フェイスを提供 し

て くれ る もので、次の ようなプ ロセ スで動 ぐ,

  ・ Widgetの ウ ェブペー ジへの埋め込み

  ・ ユー ザー による機械 翻訳の編 集

  ・ 修iF翻 訳 の確 認

まず 、ウェブマ スターが 自分の ウェブサイ トにWidget

を埋 め込み 、そのサイ トを訪れ たユ ーザーが 自分の、言

語 に機械翻訳。そ して、誤訳があった場合は、CTFを

使 い、修IEま たは、編集(図3参 照)。 こうしてユーザ

ーか ら集 め られ た翻 訳は
、 ウェブマス ターの承諾が な

されれ ば、次 回か らそ のサイ トの翻訳 文として使 われ

るわけである。ユー ザーが編 集 して くれ た翻 訳 文を 白

分のサイ トに使 うことによ り自然に翻訳の精度が 高ま

り、 ウェブマ スター に とって も、 またユーザー に とっ

て もメ リッ トが得 られ る とい うわけである、,

9  9 ●
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図3:CTFの 編 集機能 とWidget
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CTFは 、個 人 レベ ルの ウェブサ イ トに限 らない、,例え

ば、 当社は国 ・2大学法人豊橋技術科学大学 と協力 し、

CTFを 使 った多 言語情 報処理 の発展 寄与に関す る共

同研究な どに も踏み込んでい る。 また、アメ リカの方

でも地元の教育委員会な どと協力 し、CTFの プ ロジェ

ク トを進 めて きてい る(図4参 照)。CTFが フルに浸

透 し利川されるのには、まだ時間がかかると思 うが、

人間が 「機械翻訳はダメだ」 と頭ごなしに拒否するの

ではなく、機械 と協力 しなが ら多言語で書かれている

ウェブ ヒの情報共有が可能になる時期がいち早くくる

ことを期待する。

  瞬

匿Q&A

直のゴログ

の変 更2012年 ・2013

接続メール ニュースを申し込む

Vouremail:        ミ回

           ト . : .,  GYSafeSubscribe

メール ニュースの接続

単校からのニュース

幽
RSS -"秘

メール配信の ヒント

 ●coaneαlonsωlw甜o「 とCOmelコIQn5釧w51コas?nd LOttlを差出人セーフ1」ストに追  加
します。

 ● 上の任意の接続メール ニュースで「確認」リンウをクリックしてください。

   「このメール湖 ワシントン学区と関係のため表示されます。猛 盈iGた ちからのメールの受信  を継続的な関心くださ
い」

 ・ 私達のメーリング リストから退会した場合、申込みフォームの上を使用していつでも購読し直
  すことがでまます。

⑭ワシントン湖ZOtO年 学校区。すべての権利予約します。

    図4:Lake Washington School Districtで のCTF利 用

htt:〃www.lwsd.or INews1Pa es1Connections-Newsletter.as x

htt:〃snow-white.cocolo・nift.com!first120101051microsoft-trans。html
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M3(エ ムキュー ブ)とTackPad(タ ックパ ッ ド)

一 用例対訳 を用 いた多言語医療 対話 支援 システ ム ー

吉野 孝 、宮部

  和 歌lli大学

真衣、福 島 拓

1.情 報 通信技術を用いた多言語対話支援

 日本語 で流暢な コ ミュニケー シ ョンのできない外国

人が病 気になった際 に、病院 内で必 要なコ ミュニケー

シ ョンをす るための システ ム として、多言 語医療 受付

対話支援 システ ムM3(エ ム キュー ブ)と 多言語用例対

訳共有システムTackPad(タ ッ クパ ッ ド)を 開発 して

います。

 日本 に在住す る外国人は約220万 人(人 口び)約2%弱)

とな り、2007年 に は外国人入国者数 は900万 人 を超 え

ま した。労働人 口の急速 な減少 に ともない、 口本は急

速に多文化共生社会へ進 んでいます。 この よ うな急激

な社会変化 に ともない、就 労、教 育、医療 な どにお い

て、様 々な問題 が顕在化 してきています。

 医 療の現場 におい て特 に問題 とな るのは、 言葉の壁

です。外国人患者 が医療機 関を利 用す る場合、受付 、

問診、診察 、会 計な ど、あ らゆる場所で 言葉の壁 に直

面 します。 一部 の医療機 関において、医療通訳や 多言

語 による医療情 報の提供 が実施 されてい ます。地域 に

よって必要 な言語 は異な りますが、ポル トガル 語(ブ

ラジル)、 スペ イン語(チ リ)、 中国語の通訳 のニー

ズが高 くなっています。 医療通訳者は 、医師 とのや り

取 りの通訳 だけでな く、外来案内 、医療 費の説明や 相

談、手術 の立 ち会いな ど、 一人の患者 に対 して、医療

機関の全ての場所における通訳に対応する必要があります。

 医療通訳 者が雇用 されてい る病院 は極 めて少ないで

す が、NPOや 国 際交流 団体 な どが地方 自治体 と連携 し、

ボ ランテ ィア を派遣 して いる例 があ ります。 しか し、

多 くの場合 には 、外 国人患者 の友 人や 知人な ど、身近

な者が通訳 と して同行 しています。通 訳を友人や知人

に依頼 した場合 、知 られ た くない個 人的な情報を知 ら

れ るな どの問題 が発生 しています が、 卜分な対応は行

われていませ ん。

 近 年、外国語 での対応 が困難 とい う理由に よ り、病

院の外国人受け入れ拒否が 発生 し、それ によるた らい

回 しの問題な ども表面化 してきています、,

 これ らの問題 を少 しで も軽減す るために、情 報通信

技術 を使 うことができないか と考えま した。私 たちは、

NPO多 文化共生セ ンター きょ うとと協働 で、2004年 か

ら多言語医療対話支援システムの研究開発を始め ました、

 この レポー トでは、実際 に医療機 関にお いて利 川 さ

れている多言語医療受付対話支援 システムM3と 多 、㌃語

用例 対訳 共有 システムTackPad、 Web Lで 公 開 してい

る多 言語 問診 システムM3(Web版M3)、 現 在開発中の

スマー トフォン上で動作す るM3(モ バ イル版M3)を 紹

介 します。

2,多 言語 医療受付対話支援システムM3(エ ム キューブ)

 多 言語医療受付対話支援 システムM'は 、医療受付に

お ける対 面対 話支援や受 診 支援 を行 うための システム

です。タ ッチバ ネル を用いて操作す るシステムであ り、

次の6つ の機能 の提供 によ り、外国人患者の受診 を支援

します。 図1は 、M3の 画 面例です、,

 (1)    )ヒ寸言舌機育旨

 医 療従 事者 と外 国人患者は、fめ 川意 され た質問 文

と回答 文の組 み合わせ を用いて 、対話を行 うことがで

きます。

 (2) 問診 機能

 人 体図を用 いて症状 のあ る部位 と症状 を選択す るこ

とによ り、患者 は 自分の症状 を伝 える ことがで きます、、

 (3) 受 診科選択機 能

 診 察を受 けたい受診科 を選択 し、医療 従 事者 に伝 え

ることができます。

 (4) 道案 内機能

 病 院内の 目的地 まで の経路 を、多、亨語で確 認す る こ

とができ ます、、

 (5)  Q&A機 能
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             (2)問 診機能

多言語医療受付対話支援システムM3の 画面例

病院 に関するQ&Aを 確 認す ることができます。

 (6) 受 診 手続 き支援機能

 医 療受付 にお ける定型化 され た質 問の流れ に回答 し

ていくことによ り、必要な 手続 きを調べることができますJ

 この システ ムでは、翻訳精度 による問題 の発生を防

ぐた めに、医療通 訳者によ り正確 に翻 訳 され た用例対

訳(実 際に使 川 され る文例 を多言語 で集 めた もび))を 、

,㌃語 グ リッ ド(情 報通信研究機構(NICT)を 中心に開

発 され てい るイ ン ター ネッ ト上の 多 言語 サー ビス基

盤)を 介 して利川 しています。 しか し、事前に用意 さ

れた用例対訳 を利川 しているた め、 自分 の伝 えたい内

容の用例対訳が存在 しない場 合に、 コ ミュニケー ショ

ンができない とい う問題があ ります。

 そ こで、多FI)語 医 療受付対話 支援 システムは問題点

の フ ィー ドバ ックの仕組み を備 えています。 図2は 、

システムで問題 が発生 した場 合の連絡画面です。

 川 例対訳の不足や 、川例対訳に間違いがあった場合、

ユーザか らシステ ム管理者へ と連絡す るこ とができま

す,,ま た、川例 対訳 不足のフ ィー ドバ ックについては、

多Pi語 での登録 を可能 とす るた めに、音 声デー タを用

いて登録す る機能 も備 えてい ます。 この機能 は、多言

語医療受付対話支援 システムで用例対訳の不足が発生

した際に、不足 した川例を発 言 して もらい、その 音声

を録 跨す ることに より、不足用例デー タを作成 し、サー

バへ と送信 します,、不足川例デー タは、用例対訳の収

集 ・共有 を行 う多 、㌃語 用例 対 訳 共 有 システ ムへ と

フィー ドバ ックされ ます。不足用例デー タの フィー ド

バ ックによ り、多匹ヤ語川例対訳共有 システ ムにおいて、

医療 現場で実際に必要 とされ る用例対訳が作成 され る

of能 性 が高 まり、用例対訳を用いた対話の実現 可能性

を高めることができる と考えています。

修正連絡画面

この画 面についての修 正依 傾 を運 絡します.

連絡 したい内容 を選んで、「連 絡する1ボタンを押 してください

 '翻訳 ミスがある     詳 細(キ ーボードで入力1

 鼻置葉 がわかりにくい

 9シ ステムが使いにくい

 Oシ ステムに不異 合があった

!野饗 崖∵邦驚 艶 嶺4百ll鷲 ㌶ごi.r,
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図2M3の 修正連絡画面例
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図3京 都大学医学部附属病院に設置されている

        M3の様子

 多言語医療受付対話支援システムM3は 、現在、京都

市立病院、京都大学医学部附属病院、洛和会音羽病院

に設置されています。図3は 、京都大学医学部附属病

院に設置されているM3の 様子です。

3,多 言 語用例対訳共有システムTackPad(タ ックパッド)

 多 言語 医療受付対話支援 システムM3は 用例対訳を使

用 しています。用例対訳の数 が少 ない と、コ ミュニケー

シ ョンが制限 され ます。 この問題 を解決す るために、
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多様な用例対 訳の収 集 と共有を行 う多言語川例対訳共

有 システムTackPadを 開 発 しています。

 TackPadは 、様 々な言語 を使 う人 々を利用者 として

想定 しているため、画面の表示 言語を他の 言語へ切 り

換 え られ ます,,図4は 、TackPadの 画 面例 です。現在

の収集 こξ語は、日本語、英語、中国語 、韓国 ・朝鮮 語、

ポル トガル 語、 スペ イン語、ベ トナム語、 タイ 語、イ

ン ドネ シア語の9言 語です。

 TackPadに お ける収集 と共有 に関す る基本機能 は次

の3つ です。

 (1) 用 例 の提案

 医療従 事者や 患者な どが他 のi.語 に翻訳 してほ しい

用例 を提 案す る機能 です。実際の用例 の利川者 がそれ

ぞれ の立場 か ら提案す るため、必 要な用例 を集 める こ

とができ ます。 また、用例の提案 には翻訳作 業が不要

なため、理解 で きる言語が1言 語の利用 者も用例 対訳

の収集 に貞献す ることが可能 です。

 (2) 対 訳の作成

 「用例 の提 案」で提案 された用例 を翻 訳す る機能 で

す。 医療 分野では 正確な翻訳が必 要なため、本機能 は

多 言語話者の利用を想 定 しています、,

 (3) 用 例 対 訳の検索

 TackPad内 の 用例 対訳 を検 索する機 能です。 本機 能

は、医療従 事者や患者 、翻訳者 な どす べての利用者が

利用可能 です.

 TackPadを 実 際に運用 した ところ、初めの うちは用

例 を入 力 して もらえる ものの、 しば らくす ると用例の

登録が少 なくなる ことがわか りました。 これは、 入力

に対す る ト分 なインセンテ ィブがない ことが理 由 とし

て考 え られ ます。 そ こで、用例登録数の ランキング機

能等 を提供 しましたが、入力状況はあ ま り改 酵 しませ

んで した,そ こで、用例 登録 を促すた めのr.と して、

プロジェ ク ト型用例収集支援機能 と機械翻訳 を利用 し

た用例登録促進機能 を開発 しま した,

 (1) プ ロ ジェク ト型用例収集 支援機能

 図5は 、プ ロジェク ト型用例収集 支援機能 の画面例

です。 「川例の提案」では、用例 を利用す る場 面を考

えてか ら川例 を提案 します。 しか し、場 面を考え るこ

とは用例作成者に とって大 きな負担 になってい ました。

そ こで、 この機能 では 、用例登録者 に収 集す る用例の

テーマを提供す ることで、用例の登録 を促 しています。

現在では、プ ロジェク トをきっかけ として新規用例が

収集 され るよ うになってい ます,,

 (2) 機械 翻訳を利用 した用例登録促進機能

 図6は 、機械翻 訳を利用 した川例登録促進機能の画

面f列です。図6のL部 には、用例対訳が 表示 されてい

ます が、図6の ド部には、対訳がtJJsKさ れ ていない と

きに、機械翻 訳に よる翻訳結果が 表示 され ます、,も と

もとTackPadで は 、医療現場 を対象 と した川例対訳の

収集 ・共有 を行 ってお り、機械 翻訳の利川は想定 して

いませんで した。しか し、TackPadの 利 川 者か ら、 「最

初か ら文を翻 訳す る作業は大変だけ ど、間違いのあ る
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文をみ ると修 【Eした くなる」とい うコメン トを受けて、

この機能 を開発 しました。

 近 年、機械 翻訳の精度 は向Eし てお り、機械翻訳 に

よる翻訳結果がその まま利用 可能な場合や、若干の改

善で ト分な精度になる場合 もあ ります。但 し、用例の

精度を担保す る必要があるため、人 手に よる確認が必

要です。 そのため、TackPadの 参 加者 にその確認作業

に協力 してもら うことを想定 してい ます、,

4.Web上 で動作する多言語 問診システムM3(Web版M3)

 多 、㌃語医療 受付対話支援 システムは、医療受付 に設

置 した タッチパネルを用いて操作を行 うシステムです。

そのため、システムの設置 されていない病院 において、

外国人患者は支援を受 けることができ ませ ん。そ こで、

Web I:で動 作す る多言語問診システムM3(Web版M3)

を 開 発 しま した。 図7は 、Web版M3の 画 面例 です。医

療 従 事者にr1分 の症状 を伝 えるためのシステムをWeb

ヒで提 供す る ことによ り、 システムの設uさ れていな

い病院 にお ける外国人患者の支援 を行え ると考えてい

ます、,外国人患者は、Web版M3を 川 い るこ とによ り、

自宅 でrl分 の症状 についての情報を多言語 で作成す る

ことがで きます。作成 した症状 データは、印刷す るこ

とができ ます、,

 図8は 、作成 した症状デ ー タの印刷 画面例です。症

状デー タは、ユーザ 自身 の言語 お よびユーザが選択 し

た翻訳先 言語の2言 語で併記 されてお り、症状デー タを

印刷 して持 っていくこ とによ り、医療機 関において 自

分の症状 を正確 に伝 える ことができます。 また、利川

時にユーザは コメン トを登録す る ことがで き、登録 し

た コメン トは 開発者ヘ フ ィー ドバ ックされ、今後の開

発に利用 され ます。
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5,ス マートフォン上で動作するM3(モ バ イル版M3)

 スマ ー トフォンLで 動作す るM3は 、 Web版M3を ス

マー トフォンEで 実装 した ものです。Web版M3を 、 利

用す るためには、PCが 必要 とな ります。 また 、病院等

へ行 く前に印刷 が必 要に なってい ます。 そ こで、利用

者 自身のスマー トフォン上 で利用 可能 になる とさらに

便利 になる と考 え、モバイル版M3を 開発 しま した。

 図9は 、モバイル版M3の 動作 中の画面例です。モバ

イル版M3は 、 Androidヒ とiPhone上 で動イ乍します。現

在、Web版M3と 同等の機能 を持っていますが 、公開に

向 けて スマー トフォンの特徴 を活 か した新 しい機能 を

開発中です。

公開サイト

・ 多言語医療受付対話支援 システ ムM3は 、希望病院

  へ の導入 が可能です。 詳細 は、次のサイ トに情報

  を示 しています。

  http:〃sites.google.com/site/tabunkakyouto/m3/

・ Web上 で 動作す る多 言語問診 システ ムM3(Web

  版M3)は 、次のサイ トで無料公開 してい ます。

  http:〃sites.google.com!siteltabunkam31

・ 多 言語用例対訳共有 システムTackPadは 、次のサ

  イ トで無料公 開 してい ます。 また、用例登録のボ

  ラ ンテ ィアを求 めてい ます。

  http:〃med.tackpad.net1
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New and innovative products from SDL and a pioneering open platform

Yasuo Arai-SDL Japan K.K.

SDL is the leader in Global Information Management(GIM)solutions that empower
organizations to accelerate the delivery of high quality multilingual content to global markets. Its
enterprise software and services integrate with existing business systems to manage the delivery
of global information from authoring to publication and throughout the distributed translation
supply chain.

SDL has developed a pioneering open and unified environment for the visionary GIM PIatformT"'
based on the scalable and open architecture of SDL Common Enterprise Application
FrameworkT"'(LEAF). The GIM PIatform will hold all future SDL technology products.

In addition to this, SDL is releasing three revolutionary new desktop technology products

New in Translation Memory
- SDL TradosT"'Studio 2009 . Innovation Delivered

New in Terminology Management

- SDL MultiTerm●2009 . Because Brand Matters

New in Software Localization
- SDL PassoloT"'2009. Designed with Software in Mind

What is Translation Memory?

Atranslation memory is a linguistic database that continually captures your translations as your

work for future use.

All previous translations are accumulated within the translation memory(in source and target

language pairs called translation units)and reused so that you never have to translate the same

sentence twice. The more you build up your translation memory, the faster you can translate

subsequent translations, saving time and money.

SDL Trados Studio 2009. Innovation Delivered.

Since the acquisition of Trados in 2005 by SDL, there has been anticipation in the market about a

unified translation memory software product. SDL Trados Studio is the culmination of 4 years of

research, development and significant financial investment and not only combines the best of

both SDLX and SDL Trados, it is the next generation translation memory software.

SDL Trados Studio combines decades of translation technology experience with new and

innovative features, meaning it is the most revolutionary software on the market today. With one
integrated environment for all translation, review and project management needs , it offers
radical new features on an open, standards-based platform. SDL'Rados Studio significantly

enhance productivity and maximize performance throughout the translation supply chain .

Key new features include

● AutoSuggestTM-Benefit from sub segment matching by using your translation memories

further. Maximize your assets and watch productivity skyrocket1
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●

●

●

●

●

●

●

Automated Translation-SDL Automated Translation Solution, SDL Language Weaver and
Google Translate are fully integrated into your translation environment.

RevleXTM translation memory(TM)engine-Aground-breaking TM engine which delivers a
host of new time-saving features such as Context Match, improved concordance
searching, plus many more.

Context Match-Provides"beyond 100%"matches by recognizing location and context to
deliver the best translation. No complicated set-up or configuration required!

QuickPlaceTM-All formatting, tags, placeables and variables at the translator's fingertips.
Smart suggestions based on source content make translating any file type a breeze.

Real-time Preview-See the final document as you translate!Currently available for
DOC/DOCX, HTML and XML. On-demand preview available for PPT/PPTX. Traditional

preview available for all other formats.

Open standards for open communication-Even more recognized industry standards such as
XLIFF(bilingual files), TMX(translation memories)and TBX(terminology databases).

Support for PDF files-You asked, we listened!Anew filter so that you can accept PDF
documents when the original source files are not available.

One integrated application for all your tasks-Translate, review and manage your projects all
in the same place. Fully customizable to suit your needs enabling you to work more

productively.

Multiple translation memory sequencing-Access multiple TMs at the same time and control
how you work with them for ultimate flexibility.

For more information on SDL Trados Studio 2009 please go to

http:〃www.sdl.com!en!language-technology!

What is Terminology?

Terminology is the study of terms and their use. Terms are words and phrases which describe

products, services or industry jargon. They frequently drive competitive differentiation. Most
companies use an increasing number of industry-or organization specific words which need to be
accurately stored, shared and translated. Terms could be anything from a product name to a
marketing tagline.

Terminology management is growing in importance as organizations are growing globally and

looking to convey a unified brand message across the globe, but in local languages. The incorrect

usage of terminology can lead to inconsistent company branding and ultimately leads to poor

customer satisfaction. It is vital that both content creators and translators manage and share

terminology to achieve this consistency and accuracy in customer communications.

SDL MultiTerm 2009. Because Brand Matters.

SDL MultiTerm 2009 is the new terminology management software from SDL. Built on SDL

CEAF, it provides one central location to store and manage terminology and integrates with both

the authoring environment and SDL Trados Studio. By providing access to all those involved with

applying terminology, including engineers and marketing, translators and terminologists, it

ensures consistent and quality content and branding from source through to translation.

What is Software Localization?

Software localization is the process of adapting a software product to the linguistic, cultural and
technical requirements of a target market. This process is labour-intensive and often requires a
significant amount of time from the development teams. Traditional translation is typically an
activity performed after the source document has been finalized. Software localization projects, on
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the other hand, often run in parallel with the development of the source product to enable

simultaneous shipment of all language versions.

SDL Passolo 2009. Designed with Software in Mind.

SDL Passolo 2009 is specifically designed with the software localizer in mind. Providing one
visual environment for software localization, it enhances the speed, quality and efficiency of the
localization process. This latest version is easy-to-use, requires no programming experience, and
is the fastest version of SDL Passolo ever thanks to QuicklndexTM technology. It enables software
companies to accelerate the delivery of their products to global markets and helps them achieve a
simultaneous global release.

The real power of SDL Passolo is its tight integration with the SDL Trados translation

environment. This ensures maximum leverage of previously translated content through

translation memory, centralized terminology use for brand consistency and the ability to plug-in

to enterprise-wide solutions such as SDL Translation Management System●.

What is Automated Translation?

Automated Translation is the translation of text by a computer, with no human involvement.

Pioneered in the 1950s, automated translation can also be referred to as machine translation,

automatic or instant translation.

How does machine translation work?

There are two types of machine translation system rules-based and statistica/

●

●

Rules based systems use a combination of language and grammar rules plus dictionaries for
common words. Specialist dictionaries are created to focus on certain industries or disciplines.
Rules based systems typically deliver consistent translations with accurate terminology
when trained with specialist dictionaries.
Statistical systems have no knowledge of language rules. Instead they"learn"to translate by
analysing large amounts of data for each language pair. They can be trained for specific
industries or disciplines using additional data relevant to the sector needed. Typically
statistical systems deliver more fluent sounding but less consistent translations.

When would I use machine translation?

When translating with SDL Rados Studio, any segments not leveraged from translation memory

can automatically be machine translated for the translator to review, then accept and amend if

necessary, or decide to manually translate instead.

As a translator, you can configure how much machine translation is used and which machine

translation engines to use.

Respecting client confidentiality

If the projects you work on are commercially sensitive, your customer may require that

information is not disclosed to any third parties. Carefully consider how and when to use machine

translation as you will be sharing segments of the source with a third party.

Audit files are automatically generated by SDL Trados Studio 2009 which record the use of

machine translation.

What machine translation can I use?

SDL Rados Studio 2009 supports 3 machine translation engines that are available over an

Internet connection‐SDL Enterprise Translation Server, Language Weaver , and Google
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Translate. By default, these provide a free of charge, baseline(untrained)translation for generic
rather than specific domains. Language pair support varies by machine translation engine.
With SDL Enterprise IYanslation ServerTM and Language Weaver, it is also possible to use your
customer's trained machine translation systems to deliver even faster.

What are the benefits of using machine translation?

Increased productivity‐deliver translations faster

■

●

Use freely available machine translation to pre translate new segments that are not

leveraged from translation memory.

As a translator, you can connect to and use a customer's or supplier's trained SDL Enterprise

Translation Server or Language Weaver machine translation system to deliver even faster.

Fleffibility and choice‐to suit all types of project

●

●

●

Select from 3 different machine translation engines
Choose from over 501anguages and more than 2,5001anguage pairs to suit your project
Compare rules based and statistical machine translation engines

What are the differences between S肌Automated Translation Sy8tem, Language Weaver and

Google Tran81ate?

SDL Trados Studio 2009 supports 3 machine translation engines that are available over an

Internet connection‐SDL Enterprise Translation Server, Language Weaver, and Google

Translate. By default, these provide a free of charge, baseline(untrained)translation for generic

rather than specific domains.

●

●

●

●

●

●

The SDL Enterprise Translation Server ensures that the text sent to it for translation is not

shared, pooled, or used for any other purpose.

Language Weaver provides a secure(HTTPS)connection to their service and anonymously

uses the data it receives for Language gaining.

Language pair support varies by machine translation engine.

SDL Enterphse Translation Server is also available fbr hosted or on-site deployment that can

be trained for a particular customer or domain.

Language Weaver is also available on a Software-as-a-Service basis that can be trained for a

particular customer or domain.
SDL Rados Studio can be configured to access a trained SDL or Language Weaver system

instead of the default system.
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S肌Acquires L、anguage Weaver, Affirming its Leadership in Machine Translation and Global

Information Management

The acquisition of Language Weaver not only delivers best-of-breed automated translation

technology into SDL's Global Information Management Platform, it does much more. Integration

of secure machine translation technology into the translation supply chain at all levels will allow

enterprises and governments to translate significantly larger volumes of content faster and more

efficiently to meet the needs of the vast content in today's increasingly online world.

The amount of content available through the web today has increased dramatically and includes

marketing content, manuals and support content as well as user generated content such as blogs,

tweets. The need for people to read this vast amount of content in their own language is greater

than the availability of human translators. Machine translation, as part of an overall strategy for

creating and managing multilingual content, is the solution to that problem. The acquisition of

Language Weaver's machine translation technology puts SDL firmly in place for ensuring the

effective provision of secure multilingual content into the future's digital age through

●

●

Language Weaver's success in government, combined with SDL's blue chip

client portfolio and their collaboration with the translation community

SDL's leadership in content and language technology solutions, combined

with Language Weaver's authority in machine translation technology

"Only a small percentage of content is translated today
,"said Mark Lancaster, Chairman and

CEO of SDL."The digital universe is set to rise 10 fold in the next five years and this expansion

will be across the globe. Research has proved that Internet users are significantly more likely to

read and react to content in their own language. However there are simply not enough

translators in the world to translate the text we need in local language at the speed and

quantities required. We believe machine translation will become an integral part of companies'

content creation and management strategy. Within the next 5 years we expect over 30%of all

translated content to utilize machine translation in the process of translating one Language to

another. We regard Language Weaver as the best-in-class machine translation technology

available in the world today. Integrating secure and customized machine translation technology

into SDL's Global Information Management technology stack positions SDL well to support our

customers in creating global content in the future."

"While Google Translate has set the standard for ad-hoc translations by consumers, we have

found that most enterprises want to own their automated translation technology,"said Mark

Tapling, President and CEO of Language Weaver."When using Language Weaver, your content

remains secure and confidential;it follows a workflow for translation and easily integrates into

your other systems. It can also provide quality ranking and trained systems so that you have a

trusted level of quality that respects things like corporate branding rules and consistency of
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translations. The Language Weaver R&D team has continuously pushed the boundaries in

statistical machine translation research while developing human communication solutions for

enterprises and governments. The SDL acquisition significantly expands Language Weaver's

ability to address the problem sets that the team tackles, to bring to market unique high value

machine translation products and solutions."

Mark Tapling went on to say,"The combination of our technology and SDL's translation and

content management technologies gives enterprises a unique opportunity to intensify their

engagement with prospects and customers. This is very much in line with SDL's vision of Global

Information Management."

Today, automated translation only represents around 1%of the total translation market

(estimated at$10 to$15 billion‐source IDC), but market analysts expect that both the total

market, as well as the market share of automated translation will continue to grow at a

substantial rate. SDL has seen that automated translation allows its customers to lower

translation costs by 30%to 50%, while at the same time cutting time-to-market for translated

content by more than 50%.

For more infbrmation on the acquisition please visit www.sdl.com!languageweaver
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::  9罰

ローカル主導での機械翻訳の導入 と今後の展望

CA Technologies

  菊 池 邦 明

1。 経緯

 筆 者の所属す る部署では、社内の翻 訳や ローカ ライ

ズ関連 業務 を他 の部署か ら請け負っている。 対象 とす

る分野 は、営 業、マーケテ ィン グ、教育、製品 ローカ

ライズな ど多岐 にわたるが、分量 としては製品の ロー

カライズが最 も多い。

 これ らの翻訳 対象コンテンツが増加 す る ・方で、 コ

ス ト削減 も同時 に達成す る必 要性 に迫 られ 、弊社で も

英語か らターゲ ッ ト言語への機械翻訳 の導 入を検討 す

るよ うになった。 日本 市場 向けの翻 訳ニーズは他 国市

場 向けよ りも高い とい う事情 もあ り、弊社ではf]本 語

はi要 な言語の 一つ と して考 えられてい る。

2.初 回の取 り組み

 弊 社 が最初 に機械翻訳 の評価 を真剣 に検 討 し始めた

の は2005年 に まで遡 る。 この ときの対象 β語は ドイ

ツ語、フランス語、日本語 の3つ で、米国本社が選 定

した機械翻訳エ ンジンに対 して各 国語 の翻 訳チー ムが

トライ アル を行 うことになった。 この機械翻 訳エ ンジ

ンは複数の 言語 をサ ポー トし、元来欧州言 語での対応

か ら発達 したもので はあったが 、 日本 語もサ ポー トさ

れていた。 米国本社の指示に従い 、各 言語 とも足 並み

をそ ろえなが ら機械 翻訳辞書の作成 な どを行った。

 訳 出結果の品質が直接的な理 由では なか ったが、こ

の最 初の取 り組み は2006年 の 年頭 に 中止 され るこ

とにな った。 この初回の取 り組みでは、以 ドの よ うな

問題点が見 られ た、,

● 訳 出 され る 日本語の 品質が低 い

  日本 語 としてif:し い構造 になっていない、必要 な

  助 詞がない、な ど、,

●  日本 語へ の対応が十分 でない

  辞 書にお ける訳出 先言語(日 本 語)側 の設定 で、

・

・

・

不要な前置詞に関す る属性は存在するが、助詞に

関する属性が存在 しない、など。

辞書の登録方法がやや複雑

動詞の場合には、あるコー ドを記述 して辞書登録

を行 うが、期待 どおりの結果が得られない場合が

多い、など。

日本語に関する議論がしにくい

翻訳エンジンのサポー ト窓口に対しては、英語で

問題を説明する必要があったため、口本語の詳細

な文法事項などを説明しにくい。

サポー トによる解決が遅れる

翻訳エンジンのサポー ト窓口は、日本から離れた

タイムゾーンにあった。質疑応答を繰 り返して最

終回答を得るまでに時間がかかる。

 これ らの事柄は、次に機械翻訳エンジンの選定を行

う機会が訪れたときに考慮 されることになる。

3.新 しい取 り組み

 弊 社 が再 度 機 械 翻 訳 の 評 価 を 検 討 し始 め る の は

2007年 に なってか らで あった。企 業で使 用す るため

の機械翻 訳エンジ ンの選定では、純粋な翻訳 品質 だけ

ではな く、エ ンジニア リン グお よび保守の側面(既 存

の コンテ ン ト マ ネジ メン ト シ ステ ムや翻 訳 メモ リ

システ ム との統合 の しやす さ、管理 び)手間の削減 な ど)

も重要 になって くる。 しか しなが ら、弊社では前回の

結果 をふ まえ、今 回は ロー カル(日 本)の 翻訳チー ム

が翻訳エ ンジンの選定や評価 を主導す ることにな った。

つまり、実際に翻訳品質の責任を担 う翻訳チームからの視

点に重点を置いた翻訳エンジンの選定を行 うことになった。

 翻 訳エ ンジンの第一 要件 として、弊社内で翻訳サー

バ と して使用で きるもの とい う事項 があった。候 補の

選定 にあた っては 、主にWebサ イ トか ら情 報を収集
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し、評判 のよい翻訳エ ンジ ンを中心に電子 メール で問

い合 わせ を行 った。 実際に製品を借用 して翻訳品質や

辞書管理 について より詳細な評価を行った翻訳エ ンジ

ンは4つ であ る。総合的に判断 した結果、弊社で は東

芝 ソ リ ュー シ ョン株 式 会 社 のThe翻 訳 サ ー バTM

Enterprise Editionを 導 人 した。

 また 、今 回の取 り組み では、米国本社ではな く 日本

に 日本語用翻訳サーバ を配 置 し、常にオ ンサイ トでの

サ ポー トが 可能 なロー カル の社内エンジニアを機 械翻

訳担 当と して割 り当てても らった。 これ らの結果、以

下の よ うな効果があ った。

● 翻 訳品質が向上 した

  翻 訳 元の英 文が比 較的 長 くて も正 しく解釈 され

  る場合が多い、助詞の抜 けな どがほ とん ど発生せ

  ず 自然な 日本語が生成 されやすい、な ど。

● 辞書 の取 り扱いが容易

  複 数 の種類 の辞 書を活用 す るこ とで 多 くのケー

  ス に対 して翻訳品質を改itYl lで き る 一方で、辞書の

  登録 はそれほ ど複雑ではな く、すべてGUIで 属

  性 を 指定で きる。意図 した とお りの訳出結果が得

  られ やすい。

● 日本語で ローカルのサポー ト

  日本語で 日本 語に関す る問題 を説 明で きるた め、

  誤 解 が少 ない。 翻 訳エ ン ジンのサポ ー ト窓 口が

  ローカル にあ るた め、1日 に何度 も通信 でき、解

  決 に至 るまでの時間が短い。

● 迅 速なエ ンジニア リング

  ローカル に翻訳サーバがあ り、エ ンジニアのサポー

  トも得 られるため、直接話 し合いながら新 しいアイ

  デ ィアを実装 して試すことができる。 また、翻訳エ

  ンジンではまだ解決できない問題に対 しても、詳細

  な対応ができる。弊社が開発 した翻訳支援 ツール上

  で機械翻訳 を直接適用できるよ うになった。

 他 方 で、予 見され ていた ことではあ るが、不便 な事

柄 も存在す る。弊社 では 口本語だけではな く他の 言語

または言語 グル ープで も同様 なアプ ローチで翻訳エ ン

ジンの選定 を行 ったため、各言語 または言語 グループ

の翻訳サー バは、基本的にそれぞれ対応す るロー カル

オフィスに配 置され ている。これ らのサーバの管理は、

各言 語 またはFa語 グループ ごとに行 う必要があ る,,ま

た、す べての1亨語に対応 ・∫能な機械翻訳エ ンジンであ

るな ら、他 の関連 システム と統合す るためのエ ンジニ

ア リングは1回 で済むであ ろ うが、こちらに関 して も

存在するエンジンごとの統合エンジニア リングが必要になる,

4.機 械 翻訳適 用の流れ

 製 品の ロー カライ ズでは、翻訳対象 として性 質の 異

なる2つ の コンポーネ ン トがあ る。1つ は ソフ トウェ

ア リソース と呼ばれ るもので、 ダイアログ ボ ックス

な どのGUIや メ ッセー ジな どでユーザが見かける も

の で あ る。 も う1つ は ドキ ュ メン トで 、 これ には

PDFの マ ニ ュアルや オンライ ン ヘルプが含 まれ る、,

 ソ フ トウェア リソー スの翻訳では、弊 社は社内で開

発 された翻訳支援 ツール を使用 してお り、す でに大き

な成果を得てい る。現在 は翻 訳過程 でこのツール か ら

直接 翻訳サーバに接続 して機械 翻訳の訳出結果 を翻訳

環境 に反 映で きるよ うになっている。 ドキュメン トの

翻訳では、現状では まだ ソフ トウェア リソー スのよ う

には翻訳サーバの訳出結果 を翻 訳支援 ツールLに 直接

反映でき るよ うにはな っていない。

 い ずれの コンポー ネン トの場 合に もプ リプロセ スと

ポス トプ ロセ スが 重要な役割 を果た してお り、これ ら

の処理は実装方法に よって2つ の種類がある。

 1つ は弊社 のツー ルに ソフ トウェア的に組み込 まれ

たプ リ!ポス トプ ロセ スで、これ らはツールのオプシ ョ

ンによってそれ ぞれ オ ン1オ フ を切 り替 える ことが で

きる。た とえば、弊社の ソフ トウェア リソー スに出現

す る変数 に対処す る処理(図1参 照)は 、 このブ リ1

ポ ス トプ ロセ スの ・例 である,、この処理 では、変 数 と

して使用 され る文字列 が機械 翻訳によって翻訳され な

い よ うに してい る。

 も う1つ は翻訳者が任意にカスタマイズすることが可

能な文字列置換テーブルによる文字列処理である。たとえ

ば弊社のスタイルでは、「～ しなければな らない」とい う

表現の使用は避けているが、文字列置換テーブルを使川 し

て 「～す る必要がある」とい う表現に置換されるように し

ている。文字列置換テーブルでは111規表現が使用できるた

め、多くのケー スに柔軟に対応できる。

35



曾 旦

Example:

エ ー ジェ ン ト{

{event}イ ベ
され ま した 。

      4
 エー ジ ェ ン ト

 {1}イ ベ ン され ま
した。

  ent has

  red

  {agent}.

号
  has
 gered
 nt{2}.

                       Copyright O 2010CA. All rights reserved.

図1:ソ フ トウ ェ ア リ ソ ー ス に お け る 機 械 翻 訳 適 用 の 流 れ
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図2:ド キ ュ メ ン ト に お け る 機 械 翻 訳 適 用 の 流 れ
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5.ま とめと今後の展望

 弊社における機械翻訳に対する新しい取り組みで有

効であったと思われる点を以 下にまとめる。

・  各言語ごとに最 も有効な機械翻訳エ ンジンを選択 した。

・ ロー カル の翻訳 チー ムが機 械翻 訳エ ンジ ンの選

  定 を行 った。

・  ローカルでのサポー トが可能なエンジニアを配置した。

 今 後は、以 ドのよ うな点 で機械 翻訳の改 善に取 り組

む予定であ る、、

・ 原 文 となる英語 を機械翻訳 向けに最適化す る。

・ 機 械翻訳辞書 をさ らに改 善す る。

・ ポス トエディットを請け負えるベンダーの数を増やす。

●

弊社お よびTDA(http:〃www.tausdata.org/)の

翻 訳 メモ リの再利用性 を高めるため、統 計的な ア

法 も採 り人れ たAdvanced r、everagingを 、調査

す る,,

ポ ス トエデ ィッ トの成果 を 自動的 に学うむ♪1し、機械

翻 訳出 力に適川 で きるよ うにす る 方法 を調 査す

る。まず はn本 語か ら日本語への統計機械 翻訳を

利 川 した 自動ポ ス トエ デ ィ ッ トが どの くらい有

効か検討す る。

※The翻 訳 サーバは、東芝 ソ リュー ション株 式会祉の

商標です、,
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::  開

機械翻訳+ポ ス トエデ ィッ トの実証研究

        先行研究 レビュー

立教大学大学院 異文化コミュニケーション研究科 博士後期課程

                        山田 優

 実 務 翻訳の世界では、近年、機械翻 訳(MT)を 翻 訳支

援 ツール(CATニcomputer assisted translation)と し

て利川で きるか否かの議論 は非常 に活 発化 してきてい

る、、翻訳 メモ リ(TM)とMTを 融 合 したツール が実用化

された りと(SDI. Tradosσ)日 本語MT対 応 、 OmegaTの

Google Translateと の 連動な ど)、翻訳支援 ツール とし

てのMT活 用が非常に注 目されてい る。

 MTをCATと して利 用す る方法 としては、大 きく分け

て前編集(pre-edit)と 後 編集(post-edit)が あ るが、実用

的には後編 集、いわ ゆるポス トエデ ィ ッ ト(以 ドPE)

が}{流 だ,PEは 説 明す るまで もな く、機械翻訳の訳出

結果 を後か ら人の 手によって修 【Eするこ とである。厳

密にはPEに も種類があ り、原 文の意味が分かれば よい

程度にl/標 言語に仕1:げ るた めだけの簡易的なRapid

post-editingか ら、出版や実務 の レベル までに品質を上

げるFull post-editingが あ る(Allen,2003を 参 照)。

 さて、ここで実際問題 になるのは、機械翻訳のPEは 、

TMや ツール を使わない翻訳 よ りも、質 ・効率 ともに優

れているのか どうか、 とい う事だ ろ う。PEを 前提 とし

て、機械翻訳の訳は使 えるのか使 えない のか 、実務翻

訳者の間で よくあ る議論で ある。 しか し実務経験 に基

づ く様 々な意 見や議論が交わ されてい る ・方で、客観

的かつ実証的な研究は、ほ とん ど行われ てい ない。少

な くとも、 日本においては、それが研究環境 の現状 で

あろ う、、そ もそ も 「翻訳」 とい うものが アカデ ミック

の場で、研 究の対象 と して認知 されてい ない ことに起

因す 翫,本 稿の趣 旨とずれ るので詳述は避 けるが 、欧

州では、翻訳学(translation studies)と い う分野が学問

的に認知 されてい る歴 史があ り、翻訳や通訳研究が大

学等の機 関で行われ ている。 日本で もよ うや く学術的

に翻訳研 究を行 う大学院や学会が増 えて きてい るもの

の、まだ まだ発展 途 ヒであ る。筆者は今 、立教 大学 大

学院 の博士課程で翻訳研 究を行 ってい るが 、このよ う

な研 究ができる学術機 関の数はまだ まだ少 ない。今後

の発展 と普及 を願 いたい。

 以 上、前置 きが長 くなったが、本 レポー トは2回 の連

載 を予定 してお り、1回 目の今回 は、機械翻訳 のポス

トエデ ィッ ト(MT+PE)を 翻 訳支援 ツール と して活用 し

た場 合の、翻 訳品質 と作業効率に関す る先行研 究を概

観す る 〔岬 。海外 での近年の研 究結果 を鑑み る と、諸

国語の組合せでは、MT+PEは 実用 レベルに達 している

よ うである。 次回の レポー トでは、先行研究 に基づ き

英語 ・日本 語の組 合せ で、筆者が行 った実験結果 を掲

載す る。では、先行研究の詳細 を見 ることに しよ う、

ALPAC報 告 書(1966)

 MTの 歴 史において色 々な意味で有名な ..報 告

書 では あ るが、 この報 告書 中 に もポス トエデ ィ ッ ト

(PE)に 関す る記述があ るので(Appendix 19)、 そ の検 証

結果か ら見てみよ う。ALPACは 、23名 の被験者(プ ロ

とアマ チュア翻 訳者が混在)に 対 し、英語 ・ロシア 語

の(技 術 文 壽)のPEに つ いて実証検証 を行 ってい る。

最初のア ンケー ト調査 では、翻 訳者 がPEを 行 ったll観

的な感想 を、ツー ルを使 わない普通の翻訳の場合 との

比較 で調 べている。感 想の結果は、8名 がPEの 方が楽

であった と回答 した 一方で、別の8名 はPEよ りも普通

に翻訳 を した方が楽だ と回答 した。 また6名 はPEも 普

通の翻訳 も同 じである と答 えた。 この結果 自体が特 に

示唆す るこ とは無 いのだが、興味深 いのは、普通に翻

訳 を した方が楽だ と回答 した8名 の翻訳者の うち6名 が

経験 の長い翻 訳者 であ り、逆 にPEの 方 が楽 だ と答 えた

8名 中6名 は初心者の翻訳者であった点 である。
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 実 際 の翻訳速度 の結果 と照 ら し合わせて も、面白い

結果が 見 られ た。熟練翻 訳者 は、普通に翻訳 を行 う速

度 とPEの 速度はあ まり変わ らず 、初心者の翻訳者はPE

を行 うこ とに よ りFl通 に翻 訳す る速 度の1.5倍 か ら数

倍程度の向上がみ られ た。 つま り、熟練の翻訳者 にと

って機械翻 訳のPEは あま りメ リッ トがないが、初心者

に とっては翻訳効率 の向上に非 常に役 に ・【五つ とい うこ

とになる。

 しか し、PEの 平均翻訳速度は被験者 全体 で均 ・化す

る傾 向にあ り、初心者がPEに よって翻訳速度が 上二昇 し

た と して も、熟練者 が普通 に翻 訳する速度 と大差が な

い。 この結果のみか ら結論づ けるな らば、MT+PEは 、

プ ロの実務 レベルで はあま り役 に 、'/:たな とい うことに

な る。 当時の機械翻訳の精度 を考えれ ば、あ る程度納

得のい く結果 とい うこ とだろ うか。以 下では、 も う少

し最近 の研究 を見てみ ることに しよ う。

Krings (2001)

 Krings(2001)は 、機械翻訳 のPE作 業プ ロセ スを検証

した近年で は最 も意欲 的な研 究で ある。Think Aloud

Protocolを 用 いて、翻訳者 のPEプ ロセ スと機械翻訳 を

使わない翻訳 プ ロセ ス との比 較検 証を詳細に行 った。

使 用 した機械 翻訳 はルー ルベ ー ス型(Systranお よ び

Metal)で 、言語の組合せは英語か ら仏語/独 語であった。

 相 対的 な作 業効率(時 間)で は 、普 通 の翻 訳 よ りも

MT+PEの 方が20%程 度 上昇 した。興味深 いのは、機械

翻訳の訳出 と(raw MT output)とPE後 の テキス トとの

類似度(similarity level)を 比 較す ると、4割 弱程であっ

た とい う報告である。つま りMT訳 の6割 近 くが、 PEに

お いて修lllさ れ たこ とになる。 Kringsの 実験 が行われ

た10年 前 の機械 翻訳 の精度 はALPAC報 告 爵'li時 よ り

も向Lし てい ると思 われ るが、それで も6割 とい う修 正

量は、実川 化の レベル として考 えるには、少 し多いよ

うにも見受 けられる。そ うで あるとして も、MT+PEに

よ って翻訳 に要 した時間が2割 減少 したのは、む しろ驚

くべ き結果であ ろ う。英語 ・日本語 で2割 の効率ア ップ

が達成 でき るとすれば、実務では歓迎 され る ものか も

しれ ない。

Bowker & Ehgoetz (2007)

 翻 訳 の品質 の評価 は難 しい問題だ,,品 質の定義の仕

方 しだ い で は 、 作 業効 率 も変 わ って くる か らだ 、、

Bowker&Ehgoetz(2007)の 研 究では、この品質をユニ

ー クかつ実践 的に扱い、機械翻訳の検 証をitっ た。

 翻 訳の【lll質は 、 Skopos(翻 訳 び)11的)に よ・)ても左

右 され ると考えられ るが(Vermeer,198912000等 参 照)、

Chesterman&Wagner(2002:80)は 、翻 訳を 「サー ビ

ス(業)」 と捉 え、そ の品質を測るには顧 客の満 足度

を調べるのも 一つの方法にな り うる、と提 案 してい る、,

これ は、受 容 者 評価(recipient evaluation)と 、㌃われ

(Trujillo,1999)、 Bowker&Ehgoetzは 、実務で ・Eきの

置かれ る3要 素=CQD(コ ス ト、品質、納期)と 関連づ

けて翻訳 の品質 を評価 した。

 大 学の 事務関連 業務で発 生す る 文詐の翻訳を検 証対

象 と した。 大学や企業 のよ うに 予算 と時 間の 限 られ た

状況では、翻訳の需 要が あって も、その全てを外 注で

きない。そ こで安価 でス ピーデ ィーなMT+PEを 利 川で

きないか、調査す るのが この研 究の 目的であった、,

 同 じ原 文に対 して3種 類の訳出物 を川意 し、翻訳のユ

ーザー とな る大学教授 に対 してアンケー トを実施 した、,

3種 類の翻訳 とは、(1)翻 訳 者 がゼ ロか ら翻訳 した もの、

(2)MT+PEし た もの 、(3)機 械 翻訳のみを行った もの、

であ る。品質の順位 は、当然、(1)〉(2)〉(3)の川頁にオ貧る、、

しか し、 これ に コス トと納 期の条件 を加 える、,(1)が ・

番高価で納期 も長い。 これ に対 して(2)は 、(1)の5-10

分 の1程 度,,(3)は 更 に少 な く100分 の1程 に設定 した、,

数 字 の割合は実務 のf想 工数に基づいている、,この条

件において、ユーザーは どれ を選択す るのかが焦点 だ,

 結 果は、(1)を選 んだのが全体の32.3%、(2)が67。7%、

(3)を 選 んだ人は誰 もいなかった。 つ まり、使川 目的が

限定 された翻訳で あれ ば、7割 弱の 人はMT+PEの 品 質

レベル で満足 できる とい う。逆 に、機械 翻訳その まま

では、い くら安価 かつ短納期で あって も、実川 レベル

に達 しない とい うことである。また、(1)を 選 んだ3割 の

人は、人間の翻訳者に よる翻訳 を必 要と していたわ け

だが、 この中には 文学部や外国部学部な ど、ヤ語に関わ

る学部 の教授 らが多 く含 まれ てい た こと もあ り、 言

葉 ・言語に対する意識の違 いが結 果に反映 されて いた
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と、Bowkerら は 分析する、,

 この調査で実施 されたPEはRapid post-editingな の

で、通常のFull post-editingよ りも品質は落 ちていたに

もかかわ らず 、条件次第で は実用化 レベル になる とい

うのは、非常に興味深い結果である。

Fiederer & 0' Brien (2009)

 で は、 コス トや時間的の制限 を設 けず にポス トエデ

ィッ トを行 った場合 の品質 は、普通 の翻 訳に比べて ど

うなのだろ うか、,Fiederer&0'Brien(2009)は 、 翻訳

品質 のみ に焦 点 を'11て た 評価 を行 った。Hutchins&

Somers(1992, p.163)に よる と、翻訳品質 には3側 面あ

る。Accuracy(IE確 性)、clarity(理 解 しやす さ)、

style(ス タイル)で ある。 これ ら3点 か ら、0'Brienら は

MT+PE後 の 翻訳の 品質 と普通の翻 訳 とを11人 の評価

者の評価結果に基づ き調査 した,,

 まず 、clarity、 す なわ ち、訳 文が読みやす いか ど う

か等の基準では、PEもdf.通 の 翻訳 もほぼ同等の評価で

あった。翻訳 者が訳 文の読みやす さに注意を払 うのは

'li然で あ るが
、 PEで も普通の翻訳同様 にclarityは 修 【E

され るよ うである、、

 次 に、accuracyで あ るが、これ はPEの 方に軍配がL

が った。Accuracyは 訳 抜 けや原 文への忠実性 とい うこ

とに なるの で、機械 翻 訳を使 うと普通 の翻 訳 よ りも

accuracyに つ いては良い結 果になる ことが分かった。

普通 の翻訳 では、意外 と訳抜 けや誤訳 が多い とい うこ

との証明 とも言える、,

 最 後のstyleは 、 目標 、亨語の言語使用域な どに適 合 し

た訳 文となっているか とい う基準 となる。Clarityと の

違いが微妙ではあるが、styleの 方 は、短 文評価でな く

文章(テ キス ト)と しての ・貫性や 、特 定分野 での 言

い回 しに準 じてい るか とい う要素が評価 対象 になる。

結果 は、 普通 に翻訳 を した方がPEよ りも優れ ていた。

 以 ヒ、品質3要 素 の比較 を まとめ ると、clarityはPE

もdf%'通の 翻訳 も同等、 accuracyはPEが 有 利 、 styleで は

ar:.通に翻訳 を した ほ うが有利 とい うことであった
、、品

質の詳細分析 では、PEもdL-.ti通の翻訳 もどちらも甲乙つ

けがたい結果 であ った 、

 しか し興味深いのは、総合的に判断 してPEと 普通の

翻訳の どち らの品質が良か ったか、と質 問 した ところ、

ほぼFS1の 評価者 が 「普通の翻訳」が良か った と答 え

て いる、、これは、詳細分析結果 とは裏腹 に、MT+PEの

品 質 に対 す る悲観 な結 果 とも解 釈 で き る。 しか し

0'Brienら は、この理由 として、 styleの 点 数差が大きか

った点 を指摘 し、評価者はstyleの 要 素を過 大評価 して

いる 可能性 があ ることを示 してい る。つ ま り、翻訳 の

品質評価 を行 う場合 には、style的 要 素が重視 され て し

まい、それ に よ りaccuracyやclarityが 軽 視 され うる と

い うことである。 逆に言 えば、翻訳者 自身 も翻訳 中に

styleに 多 大な注意を払ってい るとい うことで もあ り、

PEの 作業 とは少 し異な るのか も しれ ない。 この点は、

筆者 が行った実験 結果 とも絡んで くるので、翻訳 品質

の評価 方法 とポス トエデ ィ ッ トのや り方 を考 えるEで

非常 に重 要とな る要素であろ う。

0' Brien (2006a)

 機 械 翻 訳にかけ る前に、原 文に含 まれ る文法 的曖昧

性 な どを取 り除いておけば、機械翻訳後 の訳 出精度 が

一Lがり、結果 としてPEに 要す る労 力が低減 し効率ア ッ

プにつなが ると、予想 できる。O'Brien(2006a)は 、 こ

の 原 文 の 前 編 集(pre-edit)に 制 限 言語(controlled

language)を 使 用する ことによって、その後に生成 され

る機械翻訳の結果をPEす ることによ り、どの程度の効率

化が図れ るかを調べた。

 OIBrienは 、 この 「PE効 率」 を、時間的(temporal)、

技 術的(technical)、 認 知的(cognitive)側 面か ら検 証 した。

IBMのWebsphere(ル ー ルベ ー ス型)を 使 用 して、制 限

言 語で書き直 した原 文(前 編集有 り)と 書 き直 さない

原 文(前 編集 無 し)と を機械 翻訳 にか け、それぞれ の

PEの 作業効率 を調査 した。

 時 間的な処理速度(総 ワー ド数÷所 要時 間)の 比較で は、

f想 通 り、前編集 した機械 翻訳結果 をPEし たほ うが速

か った。ただ 、分節(segment)を 個 別に見た場合、前編

集 を した方が全ての分節 で速 かったか と言えば 、そ う

でない箇所 も観 察された。0'Brienは この理 由を次の よ

うに説明する。PEを 行 う場合 は、 単語の位置 な どを変

えるだけで良いことが ある。この操作を行 うために 「カ

ッ ト&ペ ー ス ト」機能 を使 えば効率が ヒがるが、翻訳者
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(後編 集者)の 多 くは、新たにキーボー ドか ら文字入

力 を してい た。入力作業 は、認知的に負荷がか らな い

か らなのか も しれ ないが、このよ うな冗長な技術的作

業は、時間的 な効率性か らは無駄 であ る。 全ての分節

で時間が短縮で きなかった理 由を、 この ような技術的

操作が関与 して いた とした。 しか し、原 文に対応す る

訳語 をキー ボー ド入 力す る とい うプ ロセスは、ひ ょっ

とす ると翻訳 とい う基本行為 となん らかの関係 があ る

のか もしれ ない と、筆者は考えている。

 さて、認知的 な負荷 の問題 であるが、通常、翻訳者

が翻訳の問題 に直面す る と、入力のTを 止めて考 えた

り、調べ物 を した りと、訳 出作業が ・時中断す る。つ

ま り、…時中断(ポ ーズ)の 割 合が多けれ ばその分 だけ、

翻訳者が難問 に直面す る割合 が高 くな り、認知的負荷

も高くなる と言 われ てい る。0'Brienは 両 方のPEの ケ

ー スについて
、ポー ズの割合 を調査 したが、違いは全

く見られなか った。 実験 参加者 の実験 後の コメン トの

中に、 「PEは 、普通 に翻訳 をす るより疲れ る」 とい う

感想が散見 された。Kringsの 調 査で も指摘 されていた

ことだが、PEは 、原文 と訳 文を行き来す る回数が増 え

るために、直線的 な作業にな りづ らい らしい。つ ま り、

前編集 によ り機械翻訳 の下訳の精度がLが った と して

も、 「PE」 とい う作業 の性質L、 原文 と訳文 と照 らし

合わせ るた めの認知 負荷 は、 さほ ど変わ らないのか も

しれない。

 いずれ に して も、 目に見え る結果 と して 、前編集 と

PEを 組み合わせれば、時間的な作業効率が向上す るこ

とは、 この実験 で実証された といえる、,

0' Brien (2006b)

 MT+PEの 作 業が、実際に翻訳者の認知負荷に どの く

らい影響 してい るのかを、技術的 なキー ボー ド入力の

ポーズの割 合だけか らでは観察不 ・r能である ことが先

の実験 か ら判明 した。そ こで、0'Brien(2006b)で は 、

人間の瞳孔の動 きと開 き具合 を測 定できるアイ トラッ

キ ング装置 を用いて、PE作 業に要す る作 業者の認知負

荷を測定 した。実験 は、 も とも と翻 訳メモ リにおけ る

ファジーマ ッチ(Fuzzy Match)の マ ッチ率 と瞳 孔の開

き具合 との相関 を調査す る 目的で行われ たのだが、 メ

モ リ内にMTの 訳 文も混ぜ て行 ったのが、この研究のユ

ニー クな点であった,,

 結 果 は、大方のr想 通 り、翻訳 メモ リの70%一 一100'%,

マ ッチ前後 までは、マ ッチ率に従って瞳 孔拡 張は減少

し続 けた、,またノーマ ッチ(No Match)で 瞳 孔拡張は最

大にな った,,つ ま り、ゼ ロか らの翻 訳(ノ ー マ ッチ状

態)で は翻訳者の認知負荷 が最 も大き くな り、近似 箇

所を修 正す るだけの作 業(フ ァジーマ ッチ状態)で は、

認知負荷 も小 さくな ることが証明 され た,

 この結果は想定内な のだ が、特筆す べきは、機械 翻

訳のPEの 作業における認 知負Trが 、 卦想以i.に 低 かっ

た とい う結果であ る。驚 くことに、機械 翻訳 の修IE作

業(PE)で 、瞳孔拡張は、85-90%フ ァ ジーマ ッチ と

ほぼ同等だ ったのだ 、翻訳 メモ リを使 ったこ とのある

方な ら想像で きるだろ うが、85%マ ッチ の場 合は、人

抵、1っ か2つ の単語を入替 える程度の修 正作 業で しか

ない。非常に 単純な作 業なので、認知的 負荷 が低 いの

は頷ける。 これが機械 翻訳のPEで も同 じだ とい うこと

だ。 つ ま り機 械翻訳の訳 出精度 が高い とい うことの 嚢

付に もな る。 この実験 で使用 され た 、ζ語ペ アは、英語

→仏語/独 語 であった。英語 と日本語の組 合せ ならば、

まだ この レベルにはな らないだろ 洗、

6uerberof(2009)

 O'Brien(2006b)の 結 果 を受 けてGuerberof(2009)は 、

統計的機械翻 訳(SMT)を 使 った英 語→ 西語での、 PEの

作 業時間 と品質 に関す る追試を行ってい る、,彼 女の実

験 も、翻訳 メモ リのフ ァジーマ ッチ とSMTの 訳 文を メ

モ リ内に混在 させ て比 較検 証を行った。 結果は、機械

翻訳 を修 正す る場 合の方が、翻訳 メモ リのフ ァジーマ

ッチを修IEす るよりも、時間 と品質ともに優位であった 、

 こ の理 由と して、翻訳 メモ リの修{Eの 場合は、 (人

間の)翻 訳者 の訳 文が近似 文(下 訳)と して 表示 され

るため、 文章が こなれ ていて 自然で あるために、 差分

箇所 を見つけ出す のに時間が掛 かって しま うとい うも

のであった。 また品質(こ び)場合 は、誤 訳や訳漏れが

ない とい う基準を川いた)に つ いても、翻訳 メモ リの

文章がこなれてい るために、訳抜 けがあった として も、

見逃 して しま うことが ある と指摘 され た、,これ に対 し
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て機械翻 訳の訳 文は、ぎ こちない直訳が多いので、原

文と訳 文の ・対 ・対応 が比較 的容易にな り、品質的に

も有利にな るとい うもの であ った。

 MT+PEと 、ゼ ロか らの翻訳(ノ ーマ ッチ)と の品質

の比較 では、僅 かなが らゼ ロか らの翻訳が優 勢であ っ

た ものの、所 要時間 とのバ ラン スを考慮 した総合的評

価 では、MT+PEに 軍 配がLが る。つま り、英 語→ 西語

での翻 訳は(分 野が制限 される とい う条件はつ くもの

び))も はや ゼ ロか ら翻 訳す るよ りも、そ して翻訳 メモ

リを使 うよ りも、MT+PEが 一一・番良い とい うことが 言え

るのだ,

 実 は、Guerberofの 研 究の動機 は、翻訳者へ のワー ド

単価 をい くらに設定す べきか悩 んでいた ことに端 を発

す る。 とい うの も、す でに彼 女が働 く翻訳会社では機

械翻 訳を導入 してお り、この実験 のよ うにPEの 作 業だ

け を翻 訳 者 に発 注 してい た か らだ。 も し も、 この

Guerberof研 究 結 果 と0'Brien(2006b)の 結 果が採 用 さ

れ ることになれ ば、MT+PEの 作 業は 、翻 訳メモ リ85

-90%マ ッチ と同 じ単価
、す なわち、通常の ノーマ ッ

チの4分 の1程 の値段 になって しま う。実際の効率は こ

こまで向Lは していないので、 この数字が額面通 り使

われ る ことはない として も、翻 訳業界の横行す る単価

の値崩れ は、 この方面か らも押 し寄せ てい ることを、

改めて実感 させ られ た研究結果である。

Garcia (2010)

 これ までの実証研究 は、英 語 とヨー ロッパ言語の組

合せ であったが、Garcia(2010)は 英 語→ 中国語での検

証を行 った。時 間と品質にっいて、MT+PEと ゼ ロか ら

の翻訳 とを比較 した、品質基準にはNAATIの 試 験基準

を使川 した,,

 結 果 は、MT+PEも ゼ ロか らの翻訳 も、どち らも時間 、

品質 ともにほ とん ど変わ りがなかった。 これ は まだア

ジア :AILI 11111での 機械翻訳の精度が 、 ヨー ロッパ 、結吾との

組合せ よ りは 、劣 ってい る とい うこ とを暗示 している

のか もしれな いが 、仮 にそ うだ として も、機械翻 訳を

使 うことが決 してマイナ スに働 くこ との ない レベ ルま

では近づいているとも解釈す るこ とがで きる,,

 この 研究の特徴は、実験 にGoogle翻 訳者 ツール キ ッ

トとい う環境 を使 った点にあ った。Garciaが 指 摘す る

よ うに、翻訳 支援 ツールの歴 史は翻訳 メモ リの単体使

用か ら機 械翻訳 との融合 とい うよ うに変容 して きた。

Googleが 用 意す る翻訳者 ツールキ ッ トでは、機 械翻訳

に 主眼をお き、翻訳 メモ リは副次的に しか機能 しない。

また、 この よ うな ツール を使 うこ とが、翻 訳者の翻訳

への考え方にも影響を与えている。

 実 験参加 者に対 して行った調 査では、 「Google翻 訳

者 ツールキ ソ トを使 った翻訳 のほ うが、使 わない よ り

も翻訳 しやすい」 とい う意見 が、実験 後には増 えてい

た。 興味深いのは、そ ういった意 見 と実際のデー タと

の関係であ る。 ツール を好む と述べ た翻訳者の訳出物

の品質は、 ツール を使わ なか った時の品質 よ りも優 れ

てい る場合が 多か った。逆 に品質 が悪 くなったケー ス

もあ ることは ある。 また 「ツール を使 わないほ うが良

い」 と回答 した翻訳者は 、己を良 く理解 してか、その

翻訳品質 は、ツール を使 うと確 かに悪 くなっていた。

 テ クノロジーに対す る向き不 向きはあるにせ よ、全

体 と しては、機械翻訳の活用 を前向きに受 け人れ る翻

訳者の数がL回 ってお り、機械翻訳 に敵対心を抱いて

いない とい うのは、翻訳 の未来 を考える うえで何か ヒ

ン トをrrえ てくれそ うな結果 だ と思 う。

まとめ

 以 上、まば らではあるが、MT+PEに 関す る文献を見

てきた。 この よ うに欧州言語ペア 間では、分野 や使 用

目的をすれば、ほぼ実用 レベル に達 している ことが実

証デー タか らも分か った。特 にO'Brien(2006b)で 示 さ

れ たよ うにPEの 認知負 荷がTMの85%マ ッチ相'[iと い

うデー タは非常 に衝撃的 であ る。 また 、Garcia(2010)

が 言 うよ うに、若 い世代で はPEと い う作 業を積極的に

受 け人れ る傾向がある もの も面 自い。ALPACの 悲劇 以

前の よ うにMTに 対 し盲 目的 に期待 を寄せ るの ではな

く、PEと い う作業 を介 して 、 MTを 見 てい くこ とが、

よ り現実的か もしれ ない、 とい うことだろ うか。

 とい うことで、次回 は、英語→ 日本語 でのPEの 実験

結果 を書きます。
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【註】

(注1)本 稿 は 、2010年9月1日 発 行 の 『翻 訳通 信 』 (発 行 人1

山岡洋.一氏)に 掲載した記事に加筆および修il:をしたもので

あ る。
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卜AMT会 員のひろぽ

 AAMT会 員の新たな交流の場 をAAMT Journa1誌 面 上 で提供す るべ くスター トい た しま した 「AAMT会 員 の

ひろば」、会員の皆 さまの ご助 力をいただ きま して、第 一同のNo.41の ス ター トか ら第 七回を迎 える ことができま

した,,今 号では、法人会員 ・社、個人会員 二名の皆 さまか らの ご寄稿をいただいてお ります。

 独1/の お 取組みの ご紹介、機 械翻訳研 究への提言、AAMTの 活 動へ のご要望 な ど、今 回 も貴重な ご意見をお 寄

せ いただきま した。

 AAMT Journalで は 今後 も引 き続 き、会員の皆 さまか らの ご寄稿を心 よりお待ち してお ります。

 ご 寄稿 ・お 問い合わせはAAMT事 務 局(E-mail:AAMIPin60@AAMT.info)ま で'宜 しくお願 いいた します。

法人会員(敬 称略 ・50音 順)

会員名

成 田  ・(大 阪 人学 大学院 教 授)/NARITA Hajime (Osaka University)

自己紹介

 ,㌃語構 造の解 明が私 の研究の 出発点 であった。65年 頃か ら75年 頃 までは現代[-J語 学 の基盤 となる言語理 論 「生

成 文法」が 「標 準理論」 のほか 「格 文法」 、 「生成意味論」 といった3グ ルー プに分 かれ 、お もちゃ箱 をひ っ く

り返 した ように実に多様 な 、㌻語現象 が構造操作 面を中心 に解明 され たが 、そ の後70年 代後 半頃 か らは理論 の形式

的な先鋭 化に走 り、 (「照応」 な ど)ご く限 られ た言語現象 しか扱 わな くなった。 このた め、84年 頃 か ら私 は、一㌃

語構造を明確 な操 作で扱 う機械翻訳 に関心 を寄せ 、 日英語構造 の対照研究 に基づ いて 「機械翻訳 にお けるβ語処

理」をいろいろ提 案す る とともに 「翻訳 システ ムの解析 ・生成 力の評価」 を専門的 に行 い、 日本電子 工業振 興協

会の機械 翻訳 ・享門委員会ほかの学術 委員を務 めた。だが、94年 頃か らバ ブル崩壊 の余波 で電気通信 系企 業の多 く

が機械 翻訳開発部門を閉鎖 して行 ったこ とか ら、機械翻訳 に関す る講演や新聞 ・雑誌 ・専 門誌 な どでの啓 蒙 ・執

筆は続 けっつ も、徐 々に英 語教 育に研究 と活動 をシフ トさせ、近年 は英語学や,㌃語学(言 語習得論 な ど)、itt:H7"

学 といった基礎科学 と脳研 究な ど隣接科学の成果 を英語教育 に統合す るこ とを 目指す英語教 育総合研究会(HP参

照)を}1催 し、 「旬」なテーマ のシンポジ ウムを年 一二同開催 して 問題提起 ・提案 を行 っているが 、来年度 には英語

教育総合学会を設立す る。

iji. p":に 『パ ソコン翻 訳の 世界』(講 談 社)、共著に 『名詞』(研 究社)、『日本語の名詞修飾表現』(く ろ しお出版)、 『こ

とばは生 きている』(人 文書院)、 『私のおすすめパ ソコンソフ ト』(岩 波 書店)、 編 菩に 『こ うすれば使 える機 械翻

訳』(バ ベルプ レス)、『英語 リフレッシ ュ講座 』(大 阪大学 出版会)な どが ある。
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MT1翻 訳 との かか わ り

MTお よび翻訳業界に期待すること

              社 内 英 語 化 の 誤 謬 と 英 語 教 育 の 蹉 跣

       Fallacy of"English as the Official Language in Companies"

        &Failure of"the Current English Education in Japan"

 最 近 、大いに憂慮 し、阻1ヒ しよ うと新聞(朝 日新聞 「私 の視点 」『英語の社内公用語 ILI,及 ば ず、情 報格差 も』

201019118)や 雑 誌(「 社内英語 と英語教育」『英r語教育』大修館12J]%,-2010、 『新英語教育』3月 弓・、411 ij 頭

エ ッセイ2011)、 シ ンポジ ウム(『 英語運用 力び)底 ヒげ』英 語教 育総 合研究会2010.12)な どでキャンペ ーンを張

ってい ることが ある。何 か と言 うと、 日本 の経 済界に 「英語 を社 内公用語化」 しようとい う動 きが あることだ,

私 はそれが如何 に多 くの問題 を孕んでい るか を、外 国語 で話す際の① 「脳 内処理 の負担」 と、それ に伴 う② 「思

考 レベルの低下」及び③ 「発 言の減 少 と劣化」、 さらに④ 「情報共有の危 うさ」な ど、本質 的な欠陥 に焦点 を'llて

て 指摘する とともに、「ゆと り教 育」 と 「オー ラル ・コ ミュニケー シ ョン偏重」に起因する 日本の英語教 育の改悪

と学力低 ドについて も警鐘を鳴 ら してい る。

グ ロ ー バ リゼ ー シ ョ ン を 履 き 違 え た 社 内 英 語

 楽 天、ユニ クロが2012年 を 目処に 「英語を祉内公用語化す る」と発表 した。グ ロー バル化に伴 う海外展開 を睨

んで、 「社 内の会議 、文書に英語 を使 う」 とい うのだ。残念 なが ら、TVの 報道番組 のキャ スターや 新聞の社説 な

ども、 これ が 日本の企 業が 世界 を相 手に 事業展 開す るに あたって11指 すべ き方向ではな いか とす る見解が 多い,

「英語の社 内公用 語化に よ り、社員が話せ るよ うにな る」 とい う幻想 を抱 いてい るのか も しれ ないが 、社内 英語

化 を押 し付 けた ところで英語力の乏 しい社員が 「実務で英語が使える」よ うにはな らない,,「 グロー バル 化 と1㌃語

の関係」 につ いて も勘違 い してい るので はないだろ うか。 「英語を使 うこと=グ ロー バル化」ではない、、(英 米の

1日植民地 な ど)英 語が生活に根付いた地域 な らともか く、国 内の 本社 は別 だ。 楽天、ユニ クロは役 員に外国 人は

い ない し、一般 社員 も外国人は欧米人 よ り (日 本語に習熟 した)中 国人や 韓国人が 多い。そ うした企 業が会議 を

英 語です るのは、活発な意 見のや り取 りや 内容の掘 り下げが難 しいな ど、弊害が大 きい。欧州諸国 の英語が堪能

な社員 も同国人 同士 では英語 を使わ ない。外国 人が いる ときだけ、通 じる言語 に切 り替えるのだ。

 「ネイテ ィブが交 じる会議 は英語 にす る」 とい うの も、合理的 なよ うで、実は問題が ある、,脳の思 考活動 は ワ

ー キング ・メモ リー(作 業記憶)の 機能 に よって遂行 され るが、複 雑な内容にな ると、 日本 人は(母 語 とかけ離

れ た特徴 を持つ外国 語び)聴取 ・理解や発話にお ける文構成な ど)占 語処理に脳 の作業記憶の 多くが占有 され 、(論

点 を分析 し対案 を提示す るな ど)論 理 的な思 考への割 り当てがあま りできな くな る、,目常 的なや りとりは ともか

く、会議 での討議では、英語 を聴 き取 った り発話 を構成す る作業に気を取 られ、討議 の中身 を じっ くり考える こ

とができない し、言いたいこ ともなかなか英語にな らない。

 一一方、母語であれば、聴取や発話構 成な どの 言語処理 は意識 ドでほぼ 自動的に行われ 、 ワー キン グ ・メモ リー

にはあ まり負荷がかか らないので、余裕を持 って思 考に振 り向け られ る。 このた め、英語での討議は母語話 者が

一i三導す る。 「国際会議で頻繁に発 言し、精神 的に有利な立場で交渉を進め る」 とい う報告 もある、,英国の宰相チ ャ

ーチルは 首脳会 談では英語を通 した。 フランス語は堪能 だったが 、「フランス語を使 うとフ ラン ス人 もどきの思 考

回路にな り相手のペー スに巻き込 まれ て しま う」 らしい。 欧州議会の議員 も 「英 語で話す と、思 うよ うに 、藻 が

使 い こなせ ないせい で、本来 自分が言いたか ったこ とではな く、 自分の英語 で表現 で きること しか 、亨えない」 と

洩 らしてい る。 日本 人が英語を使 う場合 には、文成 分の配列が逆転 してい るこ とか ら、 リアル タイムの脳内処理
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において、欧州人より遥かに不利な状況に置かれる。込み入った内容の討議において 「英語で考え意見を述べる」

域に達しているII本 人が果た してどれだけいるだろ うか。英語を使 うことでしっか り思考できず、実務に支障を

きたすのならば、通訳を使えば良いのだ。

 「情報を正確に共有する」 という問題 も重要だ。母語ならば可能な深い内容の討議が、外国語を使ったのでは

困難であり誤解を生み易い。 口本の会社で英語を公用語にすると、多くの社員の間で 「情報がil:に 共有できな

い」恐れがある、,英語習熟 レベルにより、情報格差(な い し情報歪曲)が 起こり得るのだ。 日本企業の社員の英

語力からすると、オーラルな実務英語だけでなく、文書の英語 もIE確に理解 されるとは限 らない。放映された社

内の英会話の授業のや りとりを見る限り、国際ビジネス英語力テス トTOEICの 成績が(日 本の大卒新入社員平均

び))450点(ご く初歩的な最低限の会話力)も かな り疑わ しい社員が多い中で、社長の掲げる英語公用語化の口

標年度2012年 までに英語で実務ができるようになる見込みはない。楽天では社長が英語で「朝会」をしているが、

話の内容が分からない社員も相当多いらしい。 日本人だけの役員会は英語に堪能な社長の独壇場で、反対意見も

出ないのだろ"),「 会議を英語で行う」という方針は、社員の英語力を考慮すると不見識 も甚だしい。裸の王様の

決断で 「自由闊達な議置命がなくなる」ことが危惧される。かつて米国に出張し排ガス関連の仕 事で環境保護局や

技術者と会議した某r1動 申:メーカの方が、その時の経験から英語運用力の必要性を痛感 し、英語が堪能な部下10

人ほどに 「全員、日本語厳禁。すべて英語で仕塵しよう」と指示 したが、それ以降、部 ドは口を閉ざし 「沈黙の

職場」と化 したという、,沐 谷社長は、自身が米国の小学校で(言 語が自動的に習得できる低学年に)学 んだだ

けでなく、母親 もニュー ヨークの小学校に通い英語で教育を受けている。英語習得に格別恵まれた環境に育った

とい うことだが、おそらく帰国後も家では英語を使い英語力を維持 ・伸長できたと思われる。 このため英語で思

考しそのまま話せるようだが、そこまで恵 まれた社員はいないだろう。

 ほとんどの社員は、「日本語 との言語差が極めて大きく思春期以降には習得が困難な」英語を、苦労を重ねて学

んだのだ。努力してもなかなか運用力が伸びない。思ったことの半分も英語で発言できない。英語を苦もなく習

得 し駆使できる社長には、そ うした社員の悩みが推 し量れないのだろう。少なくてもTOEIC 800点 程度ないとネ

イティブを相 手にまともな討議はできないとされるが、実務的な英語力を昇進の条件に した場合、「仕事はできる

が英語ができない」人よりも 「仕事はできないが英語はできる」人が高い地位に就く。『週刊東洋経済』のインタ

ビューに 「英語が出来ない役員は2年 後には首に します」と社長は答えたが、創業時から社長を支え会社を育て

てきた役員はその多くが 「英語力不足で失職」することになる。楽天は99%が 国内収益で海外での事業実績はな

い、,いくっか海外企業の買収を始めたとは、㌃え、実質的な経験 もない中 「世界を相手にする企業は社員に英語が

不可欠」といった短絡的な信条に振 り回されるのではなく、「適材適所」を念頭に、「社員それぞれの能力を最大

限に生かす職場環境を整える」ことが企業の発展につながる。業務で英語を使 うこともない社員にまで 一律英語

運川力を課 し、英語習得の負担がス トレスを引き起こした り、本務に専念する時間と気持ちの余裕を失くするこ

とにつながるとしたら、本末転倒ではないだろうか。

オ ー ラル ・コ ミ ュニ ケ ー シ ョン偏 重 の 英 語 教 育 の 誤 謬

 英語運用力を過度に重視する企業の勘違いは、文科省の教育行政の誤謬と軌を一にする。「英語の使 える日本人

の育成」構想に沿って、文法や読解が大幅に削減 され、オーラル ・コミュニケーシ ョン偏重への流れが進み、昨

年には、高校の学習指導要領で 「授業は英語で行 う」という基本方針が示された。 ところが、「授業は英語で」と

いう意見は中央教育審儀会の外国語専門部会の議事録には記載がない。委員間では全く討議もされていないのに、

文科省の役人が勝 アに仕立てた方針なのだが、学校現場ではこの方針を巡 り混迷を深めている。
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 どの 教師 に も英語で授 業が できるのか と言 うと、指示や質 問、そ して コ ミュニ ケー シ ョン科 目の教科'1,;flに出 て

い る 「場 面 ごとの定型的な表現」 を英 語で 、㌻うことが できた として も、英 文の内容 とその背 景にあ る文化や 社会

の解説 、表現や 構 文の 文法的 な説 明を 「生徒に分か るよ うなや さしい英語」で明快 に行 える とは 考えに くし㌔ 外

国語で も欧州 語な らば 言語基盤がu.通 な欧 米で さえ、 文法 な ど複 雑な内容の説明 は母語でffう のが原則だ、,仮に

教師が英語 で説明 した と して も、その 英語を聴 き取 り理解す る生徒は何人い るのだ ろ うか、,日本の 平均 的な公 ・【ノ:

高 校の生徒 の英語力を考慮す ると、落伍す る生徒が満 ち溢れ る 事態 がr想 され る,,オ ー ラル ・コ ミュニケー ショ

ン偏重の学習指導要領の 下で3年 間学r'し た 最初の 高校生がセ ンター 試験 を受験 した97年 には、成績が偏差値換

算で ・気に10点 急 落(大 学入試セ ン ター職 員の研 究報 告)し 、中学生 も高校入学日きの成績 が95年 か ら11年 間 で

7点 低 ド(茨 城 県 ド全公 立高校で模擬試験 実施)し た、 との研究 報告 もある。 ゆ と り教育 を推進 した 文科省の役

人は学力低 ドの責任 を取 らない ままに私 大の教授に天 ドりしたが 、「英語 で授 業」を方針 と した役 人も娼 τ:を取る

とは思えない。

 日本語 とかけ離れた言語的な特徴を持つ英語習得 には 、「文を構成 し理解す る仕組み」 と しての 文法はイく・炊 で

あ り、 これが 英語運用 力の基盤 とな る。 文法が脆弱 なま までは 「読み 井 く」 どころか 「聴 き話す」能 力 もffっ は

ずがない。韓国や 中国では文法 も しっか り教 えている。 文法 を疎かに して きた近年 の 口本の英語教 育は 英語 力の

目に余 る劣化 を招 いて しまった。 また、 オー ラル ・コ ミュニ ケー シ ョンを偏 重しなが ら、 ど うい うわ けか肝心の

発音教育を怠って きた。英語 は、他の欧州諸語 に も見 られ ないほ ど、発 肖二が ダイナ ミックに変化す る、、このため、

その メカニ ズム を理解 し、 自動的に発ir.で き る まで練 習 しなければな らな い。 ところが、教職課程 において 「i/.

声 学 」の取得が義務付 け られ ていないのだ、,教師 自身 が発 音の メカニ ズムを しっか り学び、そのエ ッセ ン スを生

徒に教え訓練 を通 して体得 させ る ことで、生徒 の 「聴 き話す」能力は飛躍的 に向上す るVむ やみに オー ラル な運

用力に こだわ る経済 界や世 間の声に惑わ されず 、言語 教育の原点に返 って 、文法 ・語賃 ・発 音な どの基盤能 力を

育てる英語教育 を推進 しなけれ ばな らない、,それ によって、ネ ッ ト情 報の活用 、メール交換を含む実務 をこなす

のに必要な英語力が育成でき るのだ。

機 械 翻 訳 の 有 効 活 用

 「社員は 母語 で情報 を正確 に把握 す る」 とい う原則 で、 口本語の 文菩や メール は英語や韓国語、 中国語な どに

翻訳 して外国人社 員に周知す るのが良いが 、そ の時 に機械 翻訳 ソフ トを利用す る ことが翻訳の時間 と費川負担 を

抑 えるのに有効 だ。 ただ し、 日本のL場 企 業で働 く ・般 業務の韓国 人、中国人に関 しては、 日本語能力検定試験

で1級 ない し2級 の保持者 が多 いの で、文 辞の翻訳 の必要 はない、、翻 訳 ソフ トを使 うとすれ ば、 般 に 日本語 力

の低い欧米人や(ITな ど)技 術 系の イン ド人な どが対象 になる。海外 支社か らの文書や メールでの連絡 を 口本の

本社で 口本語 に改 めて情 報共有を図 る際 に も、機械 翻訳の利用が時間 と経 費の削減に不 ・∫欠 とな る、、日本にい る

外国人社員の場 合は、 口本語 と外国語の 文 詐を対訳形式で提示す ることが 、意 味の確認だ けで なく 日本語習得 に

も好影響を及ぼすだ ろ う。

 機 械翻訳だ と 「専門用語 な どの訳語の信頼度 が高 くな るほか、訳語 に揺れ を生 じない」 とい う統 一性の確保が

で き、処理速度 が速 い点 で もメ リッ トが ある、、英 日 ・日英翻訳の場合 、翻 訳 ソフ トで粗訳 を行い、翻訳部111】の 翻

訳者が仕 ヒげをす るとい う工程にな る。なお 日韓翻訳の場合 は仕LげL程 がい らな い。 口韓翻 沢は95%以Lび)精

度にな るので、へたな翻訳者の訳 よ り精度が 高い のだ。ただ し、韓 日翻訳は翻訳者が 乎を入れなけれ ばな らない、、

韓 日翻訳に際 して、韓 文に含 まれ る同 晋異義 語の機械 的な選択 に よって誤訳が起 こるためである、(同 吊 聖礒 語は

本来漢字で'IILさ れ ていたが、 口本か らの独 ・1/:後は 表音 文字ハ ングルで iiLされ るよ うに な り、多義性 を解 消 し
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なければ な らな くなったのだ。)日 韓翻訳 な らば、 「漢字仮名 混 じり」で入力 した段階 で、人間の判断に よ り同iY41

異義 が解消 してい るのだ。 このため、韓 日翻訳 は 日韓翻訳 よ り5～10%ほ ど精度 が ドがる。英語 と欧州主要 語(仏

語、 西語 、独語 、露 語)と の間の翻訳 も、 、言語的な近 さか ら、実用的な精度にな っている。 文書の分野に もよる

が、 英仏翻訳、英西翻 訳が93%～98%、 英 独翻訳が90%～95%、 英 露翻訳が85%～90%程 度 の精度 だ。近似 言

語は 文法や語彙 が似 ているだけでな く、修飾関係が曖昧 な構 造をその まま訳 して も翻訳 が成 り立った めだ。欧州

語は 一口翻 訳 ソフ トで英訳 した ものを さらに英 日翻訳す る(「 ブ リッジ/リ レー翻 訳」)こ とで大体の意味 は把握

できる,,

 翻 訳 ソフ トの精度 は、 義 的には、① 「文法 ・語彙 に用例デー タを加えた システ ム」 による言語処理能 力で 決

まる、,だが、a語 差が大きい場合には、修飾関係の曖昧 さを解 消す る② 「文脈処理機能 」がなければ、適切 な翻

訳が できない、,日本語では 「文脈上同 ・指示の 要素 が現れ る場合 、 これ を削除す る」 とい う談話上の任意規則 が

あるため、原 文に1{語 やra的 語 な どの セ要成分が欠落 した ものが 多く含 まれ、「文脈情報か ら欠落成分を復元す る」

仕組み を持 たない機械 翻訳では、適切な英 文に翻訳 できない。 これに対 し、英 文では 「文脈 ヒ同一指示の 要素 が

現れ る場 合、 これ を(削 除す るのではな く)代 名 詞に換 える」 とい う談話上の規則 があ る。 このた め、翻訳 対象

の文にk要 成 分の欠落が見 られない。 欠落成分 を復 元す る必要がない点で 、 ソフ トの精度や 文書の種類 にもよる

が、(冠 詞や時制な ど些 糸IIIな間 違い を別にすれば)英 日翻訳 は良い もので84～88%程 度 の翻訳率 で 日英翻 訳はこ

れ よ り5～10%落 ち る,,た だ 、近似言語間 と違 い、修飾 関係 が曖 昧な構 造を文脈に沿 った適切 な関係 に翻 訳 しな

けれ ばならないが 、1」英語間の翻訳 ソフ トには、文脈情報を活用す る仕組みがない ことか ら、「翻訳の壁」は残 る。

AAMTへ の 要望

 関 西で も研究会 ・報告会 を開いて欲 しい、、

個人会員(敬 称略 ・50音 順)

会員名

塚田 元(日 本竜信電話(株)コ ミュニケー シ ョン科学基礎研 究所/TSUKADA Hajime)

自 己紹介

 私 は現 在、統 計的機械 翻訳(以 下、統計翻訳)の 技術 開発に従 事 してお ります。企 業研 究者 と しての キャ リア

は ㌃卜年 ちょっとにな りますが、機 械翻訳に関わ るよ うにな ったのは、 ここ 干年弱に過 ぎません。AAMTの 会 員

のiで は、ほんの 「ひ よっこ」か と思い ます。

 人 社 して最 初の まとまった仕 事は音声合成で した。今 で も、証券会社の音 声応答 サー ビスな どで、我 々が開発

した1'/.fl l I't合成 器 が使 われ てい るそ うで、企 業研究 者冥利 につ きます。 その後、 A T R音 声 翻訳研 究所 に出 向 し、

111^認 識 に従 事 しま した。 その時期(1999年)に 滞在 した、米国AT&Tで 出 会 ったのが、統計翻訳です。

 統 計翻訳は、 圧いに翻 訳 となってる文の対(対 訳 文)を 大量 に集 めたものか ら統 計モデル を学習 し、そ のモデ

ルを使 って自動的 に機械翻訳 システムを構築す る技術です。 正直、 こんな ものま ともに動 くはずがない と思い ま

した、 しか し、評価 してび っくり。 その 当時のATRの 翻 訳 システム(用 例に基づ き人間が翻訳ルール を構築)

に 負けな い翻訳 文がiiiて きたのです。 これは、 t1Pi認 識 の研 究な どしてい る場合 ではない と思い ました。 とはい
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え、その後なかなか研究の機会が得 られ ませんで した。2003年 頃 によ うや く希 望がかない、現職場 で統ri翻

訳研究 を立 ち1二げ て、現在 に至 ってお ります。

機械翻訳および翻訳業界に期待す ること

 私 自身は、統計翻訳のアル ゴ リズム開発 を生業 と してお り、AAMTの 多 くの会員の皆様 と比べる と現場か らは

遠い人間です。そんな人間の戯 言と して、私の思 い描 く近未来 の姿 をお 読み いただけれ ば と思 います,,

 近 年 、GoogleやMicrosoftな ど、統 計翻 訳を用いた実サー ビスが開始 され ました。 これ らのサー ビスは、多 詫

語間の 自動翻 訳を提供 する ものですが 、従 来のルー ルベ ー スのア プロー チでは開発 コス トが膨 大な もの となって

しまい ます。 それ を削減す るために統計翻訳が導入 され ま した。学習用の 対訳デー タさえあれば 、開 発コス トは

ほとん どかか らないか らです。

 これ らのサー ビスは、一般ユーザ向 けの もの です が、翻 訳者 向けのサー ビスに統 計翻訳 は どうで しょうか? 統

計翻訳の最 大の特徴 は、学 習型 であ るとい うこ とです。 実は、 この特徴が 、今 後、機械 翻訳 システ ムと翻訳者 の

コラボ レー シ ョンをよ り密 な ものに してい くの ではないか と考 えてい ます。現在 、多 くの翻訳者の 方が、 自分 ら

の作成 した翻 訳文を再利用 す るために、翻訳 メモ リを活 用 してい ます。 また、 ・部の翻訳者の 方は、辞111'登録 を

す るな ど して 、機械翻 訳システムをカ スタマイ ズ して使 ってお られ るか と思 い ます。 統計翻訳 を活川すれば、 自

分が作成 した翻 訳文や 辞書を使 って、 自分用 にカス タマイ ズ した機械翻訳 システムを よ り容 易につ くることが で

きます。 さらにユー ザインタ フェー スを高度化す る ことで、 ちょ うど携帯電話 の仮 名漢字変換の よ うに、翻訳 文

を部分的 にタイプす る とそれに続 く表現 をサ ジェス トして くれ るよ うな翻 訳支援 シ ステ ムも実現 できるで しLう 、,

日本語 文章を酢 く人に とっての仮名漢字変換 のよ うに、学習型の機械翻訳 は翻訳者 に とって空気の よ うな存在 に

な るに違いあ りません。

 翻 訳者 支援 の統 計翻 訳システムの本質的 な部分(統 計モデル)は そ のま ま 一般 ユーザ向 けの 自動翻訳 システ ム

と しても利用 可能 です。 両者の統計モデル を共通化 す ると、翻訳者が新 しい表現を翻訳す るだけで、 ・般ユー ザ

向けのシステ ムで も翻訳で きるよ うにな ります、特 許翻訳やマニ ュアル翻 訳サー ビスを考えてみ ましkテ 、 メイ

ンサー ビスは翻訳者が訳 した文章 を提供す る ことにな るで しょう。そ してサブサー ビスと して、まだ訳せ ていな

い新 しい文書を、 自動翻訳サー ビスで提供す る ことにな ります。従 来、この二つのサー ビスは、独 ・1/二した もので

した。翻訳者 が 自分の翻訳業務のた めに行 うカ スタマイ ズが一般ユー ザ向け 自動翻訳サー ビスに反映 され るよ う

になれば、 メンテナ ンスフ リーでユーザ 向けサー ビスを実現 できるよ うにな ります。

 技 術的 には まだ 多くの課題が残 ってお りますが 、統 計翻 訳をベー スに機械翻訳 システム と翻 訳者のwin-winの

関係 を築 くことで、波及的に翻訳サー ビス全体を大幅 に効率化 できるのではないか と考 えてお ります、、そ して、

国内外 の情報格差 が少 しでも小 さ くなるこ とを願 ってお ります。

AAMTへ のご要望

 以上のような思いを現実のものとするため、引き続き機械翻訳技術者と翻訳者の架け橋を担っていただきたい

と思います。また、特許翻訳に関する取り組みはその つ かと存 じますが、新たな翻訳マーケッ トの創川にも力

を注いでいただければと思います。たとえば、国内外の情報格差の大きい、医療分野は社会的に和要な翻訳マー

ケットかと思います。
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                協 会活動報告

             (2010年6月 ～2010年10月)

第20回 通 常総 会

2010年6月14日

    第1号 議案 2009年 度事業報告(案)  第2号 議案 2009年 度決算報告(案)

    第3,;議 案 2010年 度事業計画(案)  第4号 議案 2010年 度収支予算(案)

    第5弓 議案 役員改選について

    その他 ・会員提案事項

● 報告会

2010年6月14「1

    ①機械翻訳課題調査委員会

    ③インターネ ッ トWG

②AAMTIJapio特 許翻訳研究会

④編集委員会

講 演 会

2010年6月14日

    講 演1:『Can Darwin ensure the revival of contolled Languages?』

    Prof.Tony Hartley氏(Professor of Translation Studies,Centre

              for Translation Studies,University of Leeds)

講演II:『 マイ クロ ソフ ト機械 翻訳(支 援)ツ ール:そ の使用 例 と今後 の あ り方』

相川 孝r氏(マ イ ク ロ ソフ トリサ ー チ 機 械 翻 訳チ ー ム)

第5回AAMT長 尾賞受賞式 ・記念講演会

    受賞者:(1)『 みんなの翻 訳』構築 ・運用 グループ

          影浦 峡  東京大学

          阿辺川 武 国立情報研究所

          内山 将夫 (独)情 報通信研究機構

    受賞理由:(み んなの翻訳)の 利用者 コ ミュニテ ィを立ち ヒげ、翻訳家の無報酬の翻訳活

        動を支援 し、対訳コーパスの蓄積 に大きく寄与す ると共に、利 用者の機会翻

        訳の理解 と普及 に貢献 した功績が顕著なため。

懇親会

2010彗 三6月 14日 ホテルアジュール竹芝 12階 白鳳
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決算理事会

2010年6月14日

    第1号 議案 2009年 度事業報告(案)

    第3号 議案 2010年 度事業計画(案)

    第5号 議案 役員改選について

その他 ・会員提案事項

第2号 議案 2009年 度決算報告(案)

第4弓 議 案 2010年 度収支 予算(案)

機械翻訳課題調査委員会

2010年4月26日(2010年 度 第1回)

    ①今年度事業計画及び来年度活動計画について ②前回委員会の議事録 の確認

    ③各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

    ④活動内容の報告(各WGか ら)      ⑤活動内容についての議論

    ⑥ まとめと次回委員会について

2010年6月4日(2010年 度 第2回)

    ①今年度事業計画及び来年度活動計画について ② 前回委員会の議事録の確認

    ③各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

    ④活動内容の報告(各WGか ら)      ⑤活動内容についての議論

    ⑥ まとめ と次回委員会について

2010年7月5日(2009年 度 第3回)

    ①前回委員会の議 事録 の確認 ②各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

    ③活動内容の報告(各WGか ら)

    ④活動内容についての議論   ⑤ま とめと次回委員会について

2010年8月6日(2009年 度 第4回)

    ①前回委員会の議事録の確認 ②各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

    ③活動内容の報告(各WGか ら)

    ④活動内容についての議論   ⑤ま とめと次回委員会について

2010年9月8日(2009年 度 第5回)

    ①前回委員会の議 事録 の確 認 ②各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

    ③活動内容の報告(各WGか ら)

    ④活動内容についての議論   ⑤ま とめと次回委員会について

2010年10.月13日(2009年 度 第6回)

    ①前回委員会の議事録 の確認 ②各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

    ③活動内容の報告(各WGか ら)

    ④活動内容についての議論   ⑤ま とめと次回委員会について
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AAMT'Japio特 許 翻 訳研 究会

2010年5月140(2010年 度 第1回)

① 前 回議 事録 の確 認

③ 次 回の 開催 につい て

2010年6∫ 」11日(2010年 度 第2回)

① 前回議事 録 の確 認

③ 次 回の 開催 につ いて

2010年7月23日(2010年 度 第3回)

① 前回議事 録 の確認

③ 次 回の 開催 につ いて

2010年9月170(2010年 度 第4回)

① 前 回議 事録 の確 認

③ 次回 の開催 につ いて

2010年10月22日(2010年 度 第5回)

① 前回議 事録 の確 認

③ 次回 の開催 につ い て

②今年度の研究内容について

②今年度の研究内容について

②今年度の研究内容について

②今年度の研 究内容 について

②今年度の研究内容 について

編 集 委 員会

2010年7月26日 ①AAMT Journal No,47進 捗確 認 ②その他

イ ン ター ネ ッ トWG

①AAMTホ ー ムペ ー ジの更新(毎 月)

②AAMT Forumメ ー リン グ リリス トの管理

③AAMT Forumへ の情報 発信(月 数 回)

④ 委員 会活 動 にお け るメール ング リス トの管理

⑤ 会 員専用 ホー ムペ ー ジ開設 にむ けた 準備

⑥ そ の他 事務 局 ネ ッ トワー クのイ ンフ ラ管理 全般
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第20回 通常総会および関連行事の報告

AAMT事 務局

 当協会の第20回 通常総会が2010年6月14日(月)13時20分 よ り・ホテルアジュール竹

芝にて開催 され ま した。総会後、各委員会か らの報告会、講演会、そ して第5回AAMT長 尾

賞授 与式 と受賞者による記念講演 会が盛況の うちに行われ ました。

第20回 通 常 総 会

 1.開 会の辞

 2.会 長挨拶 豊橋技術科学大学

 3。ご来賓挨拶

 4.出 席会員の確認

 5.議 案

・情報基盤センター教授 ・井佐原 均

第1号 議案 2009年 度事業報告(案)

第3号 議案 2010年 度事業計画(案)

第5号 議案 役員改選について(案)

その他 ・会員提案事項

第2号 議案 2009年 度決算報告(案)

第4号 議案 2010年 度収 支f'算(案)

   理事 ・監事交代、機械翻訳課題調査委員会委員長交代

   事務局移転のお知 らせ

6.総 会後の組織、人事について(案)

7.閉 会の辞

報 告 会

 開会挨拶

  1.機 械翻訳課題調査委員会

  2.AAMT/Japio特 許翻訳研究会

  3,編 集委員会

  4,イ ンターネ ットワーキング

会長 ・豊橋技術科学大学 ・情報基盤セ ンター教授

委員長

副委員長

委員長

リーダー

         井佐原 均

長瀬 友樹((株)富 士通研究所)

横 山 晶一(山 形大学)

宇津呂 武仁(筑 波大学大学院)

富士 秀((株)富 士通研 究所)

講演会

○ 講演1:「Can Darwin ensure the revival of controlled languages?」

Prof. Tony Hartley(Professor of Translation Studies,

         Centre for Translation Studies, University of Leeds)

○ 講演II:「 マ イ ク ロ ソフ ト機 械 翻 訳(支 援)ツ ー ル:そ の 使 用 例 と今 後 の あ りノ∫」

相 川 孝 子氏(マ イ ク ロ ソ フ ト リサ ー チ機 械 翻 訳 チ ー ム)
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第5回AAMT長 尾 賞授与 式 ・記念講演会

    受賞者:「 みん なの翻訳」構築 ・運用 グループ

        影浦 峡  東京大学

        阿辺川 武 国立情報学研究所

         内山 将夫  (独)情 報通信研究機構

    受賞理由:「みんなの翻訳」の利用者コミュニティを立ち上げ、

         翻訳家の無報酬の翻訳活動を支援 し、対訳コーパスの蓄積に大きく

         寄与すると共に、利用者の機械翻訳の理解と普及に貢献した功績が

         顕著なため。

選考委員長

選考委員

推薦者

同意人

飯 田 仁(東 京 工科 大学)

横 山 晶 一(山 形大 学)

ウィ ラ ッ ト(NECTEC)

安達 久博((株)サ ン ・フ レア)

木道 嘉 之((株)ATR-Trek)
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/

望

、

授賞式

懇親会

 本会後の懇親会は、多数の参加者 にお集 りいただき、学識経験者、研究者、翻訳家等、幅広

い分野の方々が活発な意見交換 を行い有意義な交流の場 とな りま した。 ご参加誠に有難 うござ

いま した。
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一
AAMTジ ャーナル編集委員会委d/

筑波大学大学院システム情報L学 研究科

        知能機能システム専攻

            宇沖:呂 武仁

AAMTジ ャーナル48号 をお送 りします。

今 号では、第5回 のAAMT長 尾 賞の選 考結果 を受 けま して 、受賞者 である東京大学 影浦峡 先生、 NII阿 辺 川武

先生 、NICT内ll」 将 夫様 よ りご寄稿 して頂きま した。

第5回 のAAMT長 尾 賞は、 「みんなの翻訳」の利用 者 コミュニテ ィを 立ちEげ 、翻 訳家 の無 報酬 の翻訳活動 を支

援 し、対 訳コーパ スの蓄積 に大 き く寄 与す る と共に、利用者 の機械翻 訳の理解 と普及に貢献 した功績 に対 して授

与 され ま した。

今号 では 、産 業界 にお ける機械翻訳 、お よび 、翻 訳メモ リの動 向を中心 にご寄稿 を頂 きま した。 マイ クロソフ ト

の相川孝子様 か らは、Microsoft Translatorの 紹 介記事 を ご寄稿 頂き ました。 日本CAの 菊池 邦明様か らは、社内

にお ける機械翻訳導入事例 につ いてご紹介 頂き ました。翻 訳メモ リ業界にお いて よく知 られたSDLTRADOSの

新 井康郎様か らは、同社 の製 品 ・サー ビス動 向について ご寄稿 頂き ました,

また 、JAPIOの 渡邊 豊秀様 よ り、 「第1回 産業 日本語研究会 ・シンポ ジウムの開催概要 と今 後の取 り組み1に つ

いて ご寄稿 頂きま した。

その他 、 「AAMT会 員 のひ ろば」の企 画にお き ましては、個人会員の紹介 文2件 を掲載 しま した、,
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